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5万分の l地質図 ー
説 明 書: 広日三 Jilj (到iI路一第21号〉

量噌管iSFFE水野篤行
札 幌通 商産 業巳
通商産業 技官 百石 浩

緒 一一-1=1 

本地質図幅は北海道3自発JTの委託によって作成された。 1956，1957両年度に約 180

日をかけて野外調査をおこない，その結果を7J，里子がまとめた。野外調査には北海道大

学棚井敏E脚力教援が15日間協力した。なお岩石の検鏡には地質調査所角清愛技官の

助力を得た。

里子外調査にあたり，雄別炭砿鉄道株式会社雄別鉱業所から 5，000分ノ 1実測地形図

の利用その他調査上種Aの使宜をうけた。特に向鉱業所坑務課の青木正行氏からは現

地でいろいろ有益な御教示や御批判をいただし、た。 シュンクシタカラ川沿岸地域の調

査には東京大学理学部地質学教室の鎮西清高氏と札幌通商産業局の盛田昭代 ・為口和

巳両技官の御援助を うけた。また，飽別附近の地質については北海道学芸大学説11路分

校の岡崎由夫 ・吉田三郎両助教授から，重鉱物資料については東京大学理学部地質学

教室の飯島東氏から，それぞれ貴重な未発表資料を参照させていただいた。農林省農

地局の柴崎達雄技官からは到11路原野一帯にわたる水理地質調査の結果について御教示

いただいた。また，有孔虫化石の同定については東京教育大学地質鉱物学教室の藤田

至則・ 氏家宏 ・青木直昭3氏の御助力をいただし、た。以上の方々に心から謝意をあら

わすものである。

I 地形 および 交通

雄別図幅地域は地形上， 阿寒火山若手の南方にひろがる東部丘陵地，自重系 ・第三系
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からなる西部山地に大別される。両地域のさかし、は南部では阿寒川の流路と一致する

が，北部では第三系のつくる山地が阿寒川をこえて東方にまでのびている。そのほか

地域北縁部には阿寒火山群につらなる山地があり，図幅中央部には阿寒川にそう低地

帯が南北にのびている。

東部丘陵地では，洪積統の釧路層群が下位に発達し，新却の火山灰がその上を厚く

おおっている。高さ 200~250m 前後のところに平坦面があるが，これは南々東にむ

かつてほぼ平行にはしる河川によっていちじる しく開析されている。 丘陵地は概観す

ると北々商から南々東にむかつて次第に{尽くな り，並走する各河川はその必従符とな

っている。これらの河川にそっては数段の低い不明瞭な段丘が発達しているが，これ

らは沖積世の火山灰によって原地JEbがお Lわれて不明瞭になっているものが多L、。 な

おこの地域の起伏は非常にゆるく，一般に地層の露出状況はきわめてわるい。

西部山地はおもに第三系がつくる低い山地であり，地域内の最高地点も海抜 600m 

をわずかにこえるにすぎない。山地内の河川は深い谷をつくり，字予壁もかなり急であ

るが，尾根の部分は比絞的なだらかである。地域内の第三系は自重系を核として雄別

背斜帯とよばれるドーム状構造をつくっているが，山地内の各河川， 山稜の配列も概

してこのドーム状備造を反日9としている。音別層群の茶路累層はその最外側をとりまく

山稜をつくり，ケスタ状の地形をしめしている。

北線部の山地は洪慣例:の阿寒火山苦手の古刃l噴出物によっておおわれている地域であ

る。噴出40Jはいちじるしい調祈作用のために現在では尾壌にわずかにのこっているに
テシベ Yタケ

すぎない。図幅地域内の最高峯，徹別岳(877.4m)はこの山地にある。

阿寒川にそう低地帯は図幅中央部を南北に流れる阿寒川の両岸にある。阿寒川の河

ヰ干の隔は図幅南半部にはいって急に広くなり，その両側に，ことに西側に， 2， 3段の

広い段丘が発達している。河谷内の現河床堆積物はうすく，河床や段丘撞には基般の

第三系や釧路層群がしばしば露出している。

本図幅地域内の主要交通網は阿寒川にそう国道と舌辛川にそう雄別炭砿鉄道とであ

る。前者は釧路 ・阿寒湖聞をむすぶ唯一の道路で，現在舗装工事が進行中であり，定

期的にパスが運行されている。後者は釧路 ・雄別間をむすぶもので，人員 ・石炭 ・そ
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のほかの諸物資の輸送に重要な役割をはたしている。図幅地主主東半部の各主要河川に

そっては， 上tm交的よく道路が発達しているが，いずれも 中・下流地域だけである。こ
れらは整備がわるく，降雨によって泥海化することが多L、。区Iql園地域西半部で道路の

ついている河川は舌半川だけである。現在，シュンクシタカラ川および飽別川にそっ

て林道を建設中である。なお，西方のウ コタキヌプリ山図幅地域内の庶路川上流地域

と雄別とをむすぶ唯一の道路として，いわゆる北陽道路がある。これは庶路川上流地

域の伐材のための物資輸送路として利用されているにすぎず，整備状況もわるし、。

II 地 質

II. 1 地 質概説

雄別図幅地域は釧路炭田の北部をしめ，地域内には 向炭田をつくる新生界のほとん

ど全部と白霊系の一部とが分布している。その意味で，本図絹地域は釧路炭田および

周辺地域の研究上重要である。また，本図幅地域は鎖11路炭田のうちでは，いわゆるグ

リン・タフ地域と称される北見~網走~知床地域にもっとも 近く位置するため，両地

域間の地質学的関係の考察の上にも重要となる。さらに，地域内で新生界下半部にふ

くまれる豊富な石炭資源は，現在は，交通上，技術上の問題で，一部をのぞいては未

開発の状態にあるが，将来その大規模な開発が期待される。

釧路炭困一帯については，炭田開発と関連して，古くから数多くの調査研究がなさ

れている引 9)23)25)叩 -3九 J持に雄別図幅地域内の第三系については，ここ数年聞に 2，3 

の重要な知識が〈わえられた。すなわち，松井ら山 15)は雄別附近で，第三系を浦幌・

音別 ・本別3統にわけ，特に前2者聞の層序関係および雄別・舌辛両層聞のさかいの

性質についてくわしい検討をおとなった。今西7lは本図*国東半部をふくむ広いi也械を

調査した。その結果のうち，特に注目すべき点はグリシ・タフ相当層として， 中部中

新統の阿寒層群をみとめたことである。また，佐々刊は釧路炭田の総括にさいし，本

地域内の新第三系として忠類・知床・本別3層群をみとめた。

筆者らの今回の図幅調査でえられた結果を要約すると第1図のとおりである。第1

表には筆者らの層序区分と従来のものとを比較してしめした。
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第 2図陪群別分布図

本図隔地域内で，白望系と第三系はおもに西半部の山地に，第四系はおもに東半昔日

の丘陵地に，それぞれわかれて分布する。前2者は摺曲・断層運動をうけているのに

たし、し，後1者はきわめてゆるい波曲運動をうけているにすぎなし、。第2図には各層

の分布と主要構造とを到11路炭田の他地域とあわせてかんたんにしめし， 第3図には白

裂系と第三系諸層聞の層序関係をごく模式的にしめした。

上部白霊系はこの地域での最古の地庖tて‘ある。おもに非常にかたい砂賀、ンルト岩か

らなり，まれに二枚貝化石をふくむ。岩柑上，0}11路 ・十勝国境地域の川流布層上部に

対比され，年代はへ トナイ世と考えられる。
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新統)

第 3図模式的に白墨系，第三系諮層群問の関係をしゅした図

第三系は厚さ最大 4，OOOm近 くに達する。この層序の概要は雄別附近から古j草に

かけての地域で，比較的楽に，よくみることができる。

地層区分の基準 主JJj路炭田他地域の資料を参照して，ほど炭回全域にわたって

適用できる区分を累腐とした。これは大きな規模での昇降運動 ・積成運動を反映

する 区分であり，た とえば浦幌!腎群の 3累層はー積成輪廻のそれぞれの段階をし

bすものである。局地的積成運動の反映であり，時空的に小さな均一性をもっ地

層が「部層」である。 ζれは「地域名+岩相名+層」として表現した。いくつかの部 一

層があっまって，それらが昔日腐の場合よりも大きく ，累層の揚合よ Pも/J、さい特

徴を し必す場合に「亜層」を用いた。上別保 ・チヨロペツ両亜層は徹別累層内の小

さな積成輪廻をあらわすと考えられるが， ζ の区分が適用できるのは炭回全域を

通じて，雄別背斜帯の付近よ り東方である。新第三系の場合には，岩ーヰ自の 71c平的

変化埼玉いちじるししまた，全般的に研究がおくれているので， 将来，炭回全域

にわたって総括的に再検討する場合には， ζ とに用いた区分を改変する必要が生

じるかもしれない。

古第三系下半部の浦幌層群は石炭資源とL、う点で重要な地質系統である。諸種の陸

源砕府岩からなるが，全体として，淡水相→海水中目→淡水相という一つの結成輪廻を

しめし，同時に，大きくみれば粒度も粗→細→粗という変化をしめしている。 炭層は

下部の徹別累層チヨロベヲ!lliJ隠と上部の尺別累層とに無数にはさまれているが，その

うち現在大規模に稼行されているものは前者のうちの雄別央炭層のものだけである。

それら炭層の上下からは多数の指物化石を産し，また，中部の舌辛累層からは多数の

海陸貝化石を産する。徽別累層のうち，ベルヅナイ磯岩層は今までの天寧層2.1)の下部

に，然別7:k!栄層は同層主部に相当する。また，雄別爽炭層は今までの1RI明日層w の主部
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に，双雲爽炭!雷は同層上部に相当する。浦幌層群は石狩層若手上部に対比され，地質年

代は漸新世市J-中期と考えられる。

雪自IJ層群は浦幌l層若干と対照的にほとんど上下を通じて純海水中日からなる。大曲砂岩

層の規定のしかたと同層と浦幌層群との整合 ・不整合関係については以前から 2，3の

異なる意見があったが，本図幅地域内では大EllI砂岩層は音別層群基底部の特異な一相

(厚さ 1-5m)としてみとめられ，阿層の関係は整合と考えられる。茶E各累層は炭回

内の他地主主にく らべてかなり薄い。縫別累層は塩基性火砕岩類によって特徴づけられ

る。本層群は上下を通じて海援貝 ・有子L虫化石を多産し， 幌内層群に対比される。年

代は漸新1止新期である。

新第三系はその最上部をのぞいて全部海水相からなり，岩相の水平的変化が比較的

多い。また各種火砕岩類を多くふくむことが特徴である。 布伏内累層は本地質図樋調

査ではじめてみとめられた 1層準である。古第三系の上に平行または斜交不整合関係

で横たわり，シルト岩からなる。Portlandiatokunagai (YOKOYAMA)， var. haya-

sakai UOZUMIをふくみ，上茶路図柄地域内の上茶路累層に岩相上からも古生物上か

らも類似し，両者はおそらく互に対比できるものであろう4また，本累層は層序的位

置から，いわゆる川端層群に対比され，年代は中新世古~中期と思、われる。

厚内層群は前記累層以下に対し，斜交不整合関係で横たわる。殿来累層の横山政質

頁岩層は今までのいわゆる直別層'"に大体あたり，最下部の粗粒部からMiyagi抑cten

sp.， Chlamys cfr. kaneharai (YOKOYAMA)を産する。同累層上部の飽別火砕岩層は

いわゆる忠類層'"・阿寒層群引にあたり，おもに安山岩質の各種火砕岩類からなる。

知茶布累層は石英安山岩質の援灰岩を主とし，主主:藻賀、ンノレト岩をはさむ。 まれに最下

部から，Dosini・akaneharai YOKOYAMAを産する。上記両累層はそれぞれ音別図幅

地内の直別 ・厚内累層刊に対比され，また，古生物 ・岩相上から， 上部中新統のいわ

ゆる稚内層群に対比される。なお，音別 ・白糠両図幅地域内に広く分布する厚内層群

最上部の白糠累!雷35)36)は本地域では欠けている。

阿寒層群は下位諸層群とは斜交不整合関係にある。今までの 本別層群24)に相当す

る。下半部の古i軍累層は海水相であり，海棲貝 ・有孔虫化石を多産する細粒砕屑岩に

とむ。上半音if¥の蘇牛累層は安山岩質火山岩類を主とし， 非海水中目のうたがいがある。

本層群は本別地域の十勝層群20)2日に対比されるが，同層群最上部の池田層の層準は阿
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苦手層群にはふくまれていない。また，阿寒層群はいわゆる滝川層群3刊に対比され，年

代は鮮新世である。

第四菜最下部のお11路層群は下部洪積統に属する。本図隔地域のものは同層群全分布

地域の関部に位雷ーし，その中~下部に相当する。

古期段丘堆積層は釧路層若手積成後に図隔地主主を広くおおって形成された平坦面(現

在の高度 200~300m) 上に生じた磯層てある。

阿寒火山古期噴出物は同火山のカルデラ形成前の噴出物であり， 古期段丘堆積層の

上に横たわる。安山岩質の熔岩 ・熔結凝灰岩からなり，北海道内の他の熔結凝灰岩と

ともに，その年代は洪積世新期(トツタベツ氷期 II)である。

新期段丘堆積層は阿寒川沿岸や図qi高地域東半部の諸河川沿岸に発達する。

〉中積層は各河川沿岸の低{立段丘堆積層 ・現河床堆積物および図隔地域東半部を広く

おおう安山岩質の火山灰層からなる。

本図隔地域において化右産地は諸層を通じて非常に数多く ，- k図示することがき

わめて困難なために，地質図上では全部省略した。

地質構造は白要系 ・第三系と第四系とで劃然とことなる。前2者の分布する地域西

半部は，構造の上から，雄別背斜帯 ・飽別摺曲帯 ・3in茶布?習曲帯の 3}也区に大きくわ

けられる。雄別背斜帯は自重系を中核として，おもに古第三系からなる大きなゆるい

1，'-ムで，ほぼ南北にのびる。飽別f自由帯は向背斜帯の北東方にあり，新第三系から

なる。ここには形成時期の異なるいくつかの小背斜 ・小向斜がある。知茶布留曲帯は

雄別背斜帯の南東方にあり，大部分新第三系からなり，N30~450E 方向て、並走する小

背斜 ・ 小向斜をふくむ。 断層は大別すれば， ③ N30~450E，⑮ N45~700E， (C) NW-

SEの3群となり，雄別背斜帯に特に多L、。

以上の地質構造は第三紀末阿寒層群積成後にほぼ完成された。 しかし，摺曲 ・断層

運動は中新世はじめ，布伏内累層積成前からすでにおこなわれた。 その後，厚内層群

お成前，阿寒層群1賛成前にも傾動 ・宿泊 ・断層運動があった。 これらはいずれも現在

の雄別背斜帯地域が相対的に上昇するような傾動運動であり，そのなかでも 阿寒層群

積成前の運動は雄別背斜帯の現在に近い構造をつくったとL、う点でいちじるしいもの

である。特に新第三紀におけるこの地域の構造運動史は雄別背斜帯形成の歴史といえ

る。
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第 5図飽別付近 (図阪地域北部)の沢名と地名

II. 2 上部白霊系

上部自重系は根室層群121または釧勝層群24lとよばれている。本図幅地域での新生界

の基盤であり，地域南西部のシュングシタカラ川下流およびベルヅナイ )11中上流に小

分布する。この分布地域は雄別背斜帯の軌部にあたり，そのため下限は不明で，露出

する範囲は厚さ最大 270mである。

上部自霊系は全層を通じて一様な暗灰色の砂質シノレト岩からなる。 この岩石はきわ

めてかたく，かつ敏需で重い。 また大きな崖をつくりやすい。比較的よく層理が発達

している。一般に淘汰不良であり，時にシノレ ト岩や、ンノレト質細粒砂岩に移化する。き

わめてまれに，これらから，Acila (Truncacila) ho帥aidoensisNAGAO， Portla冗dia

hakobutse日sis(NAGAO)， Athrodina cfrρseudoρlana (YABE et NAGAO)などの小

型二枚貝化石が産する。これらのうち，Acilaが圧倒的に多L、。検鋭観察によれば上

記の岩石は石英，ff~↓長石， 黒雲母，緑泥石，ジルコ ンなどの多少円臆された細粒から

なる。

本地域の白~系はかつて釧路東方地域の厚岸累層中下部に相当すると考えられた 2 ~ ) 

ことがある。しかし，岩相kの特徴からは，むしろ同地域での昆布森累層(厚岸累層
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図版 l シユγタシタカク川下流の白!a2系

の上位)や釧路 ・十l勝国境地域の川流布層上部目白にほぼ相当すると考えた方がよい。

地質年代については，上記諸地域産の化石からみて，一応へトナイ世 (新白霊紀新期)

と考えられる。

II. 3 古第三系

古第三系は上部白歪系の上に平行不整合関係で横たわる。本図幅地域西半部に広く

露出し，上部自翠系とともに雄別背斜帯をつくる。全層厚 1，600m 以上に達し，割11

路炭回の他地域と同様，下位の浦幌層若手と上位の音別層若手とからなる。両者の関係は

整合である。浦幌層群は中下部漸新統，音別層群は上部市[新統と考えられる。

11. 3.1 浦幌 層 若手

本層群は厚さ 800-900m に達するつ全体として lつの積成輪廻をしめし，淡水中日

(含炭)→海水相→淡水相(含炭)とL、う変化があり，それにともなって，粒度も， ごく

大まかにいえば精→細→粗とL、う変化をしめす。 以下にのベる徽別 ・ 舌半 ・ 尺別 3~

j震の区分はそのそれぞれの段階に応ずるものである。全体として，岩本目は厚さ数 m-

数 10mの単位で垂直的に急変するが， 71<平的変化はきわめて少ない。
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層名

第 2表 自室系および古第三系の砂岩のおもな構成物

(飯島東氏の未発表資料による)

構成町l-l石l-l黒IsEIsE:灰 長 1長雲色石色石;i¥il'<岩英性石|、石母 石石

縫 別 累層下部 | 川 :1稀 |一 |多
茶路累屑 下 部一 多普 tT 普

尺 別 累 層稀稀稀多 |普少 |普

舌「一一稀多普少普|稀zユケピラ砂質シル l、岩層普普稀多普少普秘
層権沢砂岩層普普稀多多少普

微I…一質砂岩稀稀稀多普普 l普
7JIJ 向上 普事希少普 tT 稀tTl
然別爽炭層 普普多普tTltTitT

累 |ベルツナイ時層 普 多 普少少稀少 (多

層別保線岩層 多 普 多 i|普少普稀

白 星 系 多普 tT 普

テシベ γ

u. 3.1.1 徽 別累層 (新称)

本累層は古第三紀における金地生成初期の淡~汽水性環境を反映するもので粗粒砕

!奇岩と含炭層 とによって特徴づけられる。このなかに2つの 積成輪廻がみとめられ，

そのそれぞれが上別保・チヨロベツ両亜層である。全層厚は 500-600m に達する。

両豆腐の区分は釧路炭回全域を通 じて，雄別手宇奈|帯より東方の地域では明らか

にみとめられるが， 炭田西部のいわゆる急傾斜地域では不明瞭なことが多い。

カミベツ ポ

11. 3.1.1.1 と 別保 亜層(河合J・1956)

別保磯岩層と春採爽炭層とを合せて上別保ilE層とする。

別保磯岩層

模式地根室本線上別保駅東方 (佐々，1940) 

本部!震は図樋地域の南西部で雄別背斜帯の中心部に分布し，シュンクシタカラ川下

流，同左岸支流，ベノレツナイ川などでよく観察できる。古第三系の基底磯岩層であっ

て，上部自翠系の上に，平行不整合~係で横たわるのが詰所でみられる。層厚は 40-

60mである。
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滞
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層

第 6 図別保際岩間基l民，1~!のスケッテ

日1)保畷岩の~I.i(由1は場研によ り， 台、Tより防相が具Tよる。 ペルツナイ JII下流におけるスケツテを

こ〉にL.1t>した。ほヵ、の場.lfr(たとえばジユソクジタカラ川ド涜)では法1且から上位にむ古、って
「細中位砂岩 70cmーシル ト岩 15cm一際岩 5m以上〕となったり E傑岩 30cm-!司、岩 30cm

(レγズ) 際岩 1m 以上〕となヨたり7ることもある。

本部層はいわゆる黒色磯岩を主とするが，基底部にはしばしば白色粗粒砂岩の薄層

およびまれには炭片がふくまれている。そのほかの諸層位にも 白色砂岩の薄層がふく

まれることがある。磯岩はきわめてかたく，全体として暗灰色をおびる。磯には比較

的よく円臆された，暗色の卵大のものが多い。 これらは諸種のチャ ート，黒色粘板

岩，暗灰色細粒砂岩，磯岩，輝緑凝灰岩，玉音岩， rJI緑岩からなり，陪灰色のかたい細

粒砂えきでl謬結されている。この砂宕は，検鏡観察によれば，よく 円際された石英，正

長;r:i，斜長石， 黒雲母，単斜輝石(普通輝石?)，燐灰石粒のほか，赤色チャ ート，灰

色チャート，粘板岩などの微小破片からなる。

春採爽炭層

模式地.謝11路市太平洋炭砿， 春採鉱業所付近(佐々，1940) 

本部層は別保磯岩j官をとりまくように分布し， シュングシタカラ川下流，ベノレヲナ

イ)11中上流必披でよ くみられるが，一般に露出状態がわるい。別保繰岩層の上にかな

り急激な岩相のさかいをもって整合関係でかさなる。 厚さは 50~70 m である。

ほぼ全或地を通じて，本部j震の下部にはシルト岩が多く，上部には砂岩が多し、。中

上部には別保磯岩層をつくるものと同質の磯岩が5m前後の厚さではさまれることカL

ある。概して岩相の水平的変化が話会し、。シノレト岩は暗灰色ないし青灰色をしめし，

時に頁岩状となるι また細粒砂'告と縞状細互層をすることもある。植物j化石や炭質物
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がbt、。シノレト岩のなかには数枚の炭層がはさまれているが，これらのうち，下部の

ものが比較的厚く 30~40cm の厚さをもっ。 砂岩は一般に中~粗粒で白色をしめし

アルコーズ質である。時には磯賀砂居や細語誕百に移化する。 この細磯岩には後述のベ

ノレツナイ磯官官にふく まれるものと同性質の赤色磯 がふくまれる。 これらの砂岩 ・

シルト岩は検鋭観察によれば，石英，長石，黒雲母，緑泥T:iの小片ーからなり，そのほ

かごく 少量のジルコン， 電気石， 角わ'~J;Wなどもふくまれる。

11. 3 .l.l. 2 チヨロベツ亜層 (河合，1956) 

ペノレヅナイ磯官層以上双雲央炭層までの 4部層をゐわせてチヨロベツ亜層とする。

疎音にはじまり ，合機央炭互層， 細粒~炭互習をへて爽炭、ンルト岩でおわる l 積成輪

廻をしめす。

ベルツナイ磯岩層

J模式地 :雄別南方，ペルツナイ川下流， 同川入口から 直線~B離で約 1 ， 700 m の

地点、の崖(新称)

本部習は従来の天寧層(本図隔地域での)の最下部厚さ 40m前後の部分である。前

部曹と同様，図幅地域南西部にだけ分布し，ベルヅナイ川本流，シュングシタカラ川

中下流でよく観察できる。なお，模式地では，後述の然別爽岩層との間に 小断層があ

るために本部j冒の発達はあまりよくなL、。

本部i曹は春採爽炭閣の上に整合関係で重なり ， その厚さは全域を通じてほぼ 40~45

m に一定している。全層を通じて，晴赤~暗緑色の来IE色をしめす中~細磯岩からな

る。 磯 土比較的淘汰わるく ，来IE然とした配列をとり，おもに亜角磯伏のクノレミ大ない

しアズキ大のものである。 機種はおもに暗赤色，暗緑色のチャ ート， 輝緑凝灰岩であ

る。この磯岩は時には灰白色の磯寅純粒砂定に移化する。

νカ リペア

然自1J爽炭層

模式礼l! : 雄別南方， ベルツ ナイ川下流， 同 川入口か ら直線距離で約 1 ， 500 ~ 1 ， 600

m の付近の崖(新称)

本部官は図隔地域南西部に分布し， ベルヅナイ川下流，向上流， シュンクシタカ ラ

川中流でよくみられる。ベルヅナイ機岩層の上に整合に重なり， 90 ~120 m の厚さを

もっ。従来の天寧層の上半部であり，雄別鉱業所ではこれを堤沢層とよんでいる。岩
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相上の特徴からみて，上下位阿部層の間の滞i移相と考えられる。

本部層は全体として，細磯岩 ・砂岩 ・シノレト岩 ・石炭の互層からなるが，雄別背斜

帯の東西でかなり岩相が異なる。すなわち，西側(代表的露出地ーシュングシタカラ

川中流)では含磯岩互習であるが，東側(代表的露出地一雄別附近)ではほとんど機岩

をはさまない互層となる。

機岩はベノレツナイ機岩層をつくるものと同質である。砂岩は各粒度のものをふく

み，青灰色，帯緑灰色，灰白色をしめす。あら目のものは黒色細燥をふくんで，ごま

しお状をしめすことが多L、。時に機質となる。一般に斜交葉理にとみ，また板状をし

めすこともある。検鏡観察によれば，これらの砂岩は，石英，斜長石(少量，角状)，

正長石(稀)，黒雲母，角閃石， 単斜輝石の粒，およびチャート， 輝緑凝灰岩，粘板岩

などの微細片などをふくむ。シノレト岩は暗灰色，灰色をしめし，植物破片の化石をふ

くむこともある。石炭層はかなり多数あるが，おもなものはほぼ4枚である。雄別鉱

業所ではこれを上から下一番層，下二番層，下三番j醤，下四番層とよんでいる。し、ず

れも最大山丈 1m，炭丈 50cmで，あまり稼行の対象とはなっていなL、。

雄別爽炭層

模式地 :雄別北方，舌辛川の河崖(今井，1924) 

本部層は，はじめ今井が命名し (筆者らの徹別累層に相当)，後，長尾 ・佐々が

それを縮小定義した。従来一般に長尾 ・佐々の定義(筆者らの雄別爽炭層+双雲

爽炭層)が用いられてきたが，と与でそれをさらに縮小定義する。

今までの雄JJll層のうちから，上部のジルト岩にとむ部分をはぶいたものを雄別爽炭

層とする。図幅池域南西部に分布し，模式地のほか，雄別附近の舌半川右岸支流，舌

半川上流，ジユソクシタカラ川中流でよく観察できる。本部層は然別爽炭層から全く

漸移的に移化するので，両者のさかし、をひくのが非常にむずかしし、。便宜的に，主要

稼行炭層である雄別本層の下位でシノレト岩がはじまる所をもって， そのさかし、とす

る。全層の厚さは約 150~ 170 111に達し，最下部に下位部層と同様な含機純粒砂岩が

あるほかは，シノレト質細粒砂岩，1沙賀、ンルト岩の縞状薄互層 (きわめて多し、)と粗~

中粒砂岩との互腎であり，炭層を多数はさんでいる。

砂岩 ・シル下7告は一般にかたく，徹需で，常緑青灰白色をしめす。 しばしば泌痕が

みられ，また植物化石にとむ。ジノレト岩はしばしば炭質となることがある。 まれにシ

ノレト岩から Margaritzferaρerdahurica(YOKOYAMA) (淡水二枚貝化石)を産する。
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第 日図 !iEolj本陪の1町長をし1:1>1".雄別脊斜計7西側でl孟炭回状況が一般にわるくなる
(右端の柱状図の詳絢につし、ては鈎 25図を参照されたむつ。

炭層は全部で 10数枚あるが，そのおもなものは雄別鉱業所で下から本層，上一番

層， 上二番層， 上三番層とよばれている。後3者はそれぞれ最大山丈 1m前後，炭丈

80cmであるが，不安定でほとんど稼行されていなし、。本層は総山丈最大6m，緑、炭

丈 3.5mに達し，大規模に稼行されている。雄別背斜帯東翼では普通上層，間層，

下層に3分されている(雄別附近の標準炭柱図は，第25図にしめした)。向背斜帯西

翼では本層はきわめて不安定となり，劣質で薄層となる。

双雲爽炭層

模式地 .十勝支庁，浦幌付近の双雲沢(佐々，1953) 

本部層の模式士山は浦幌付、近にあるが，決相および上下層との関係から，本地域

のものは模式地のものと同一層に属すると認められるので I双雲爽炭層」とした。

本部層は図幅地域南西部に細く帯状に分布し，舌半川 ・ポシシタカラ川合流点の西

方，雄別F付近の舌辛川右岸支流，舌辛川上流，ベルツナイ)11中流でよく観察できる。

雄別鉱業所では本部層を徽別居とよんでいる。

本部層は雄別爽炭層の上に整合的に;横たわる。 シノレト岩によって特徴づけられ，中

上部に数枚の炭層をはさむ。雄別背斜帯の東西両翼地域で多少岩本日が異なる。すなわ

ち，東翼地域では，本部層は厚さ 40~30m で，下半部は細粒砂岩の薄層をはさむジ

ノレト岩(漣痕がよく発達)からなり，上部に 20cmの厚さの酸性鋭灰岩j習をはさむ。上

半部は細~中粒砂岩・シルト岩互層からなり， 111丈 70~20cm の劣質な炭層を 3 枚は

さむ。 このうち，最上位のものは厚さ 3 ~10cm の酸性凝灰岩層をはさむのでよい鋭ー



図版 2 舌辛川河岸における双雲爽炭層中ド部

く舌辛川 ・ポγ舌辛川合流点西方・発電所附近)

17 

層となる。一方，背斜帯西翼地域では，全層を通じてシルト岩がちで， ごくわずかの

中~細粒砂岩をはさむにすぎない。炭層の発達状況も前者より 悪くなっているが，露

頭が悪いためにその細部については不明である。

本部層をつくる砂岩は中~細粒で露頭では一般に軟質である。斜交葉理をともなっ

ていることもある。シノレト岩は黒味をおびた情灰色で，小角板状にくだけやすし、。縞

状となることもある。阿部ともに全層を通じて次の化石(汽水性二枚貝が非常に多しう

を豊富にふくんでいる。

巻貝 Semisulcosρirafiscina yokoyamai SUZUI<Iまれ)

Cerithidea cfr. ishikariensis YOKOYAMA まれ)

二枚貝 Ostrea eorivularis Qy AMA et MrzuNo 多)

Corbiωla (Corbicula) tokudai (YOKOYAMA) (多)

Corbicula (Batissa) sitakaraensis SUZUlG 多)
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炭層は中上部にあるが， ¥， 、ずれも稼「丁の対象となることができない。

11. 3.l. 2 舌半累層

本累)曹はi浦幌層群の海進盛期に生成したものであるが，このなかにも小積成愉迦が

みとめられ，それぞれ特有の岩相をしめしている。その特徴にもとづいて，本累層を

3区分する。全層厚は 150-200m に達し，その全累霊状態は雄別北方の舌半川ト河崖

(舌辛川 ・ポンシタカラ川合流点、附近から下流)およびシュングシタカラ川下流の道路

切割でよく観察できる。
ユγキザワ

錦?尺砂岩層

模式地:雄別北方，舌辛川右岸支流の錦沢入口 (新称)

佐々 2~) は本部層を堤沢砂表層とし， 堤沢をそのJ模式地とした。 しかし，堤沢に

は本部層はほとんど分布していないので，佐々の定義命名は適当でない。と与で，

模式地を雄別北方の錦沢入口の崖 (図版 3)と指定し，かつ錦沢砂岩層と改称する。

図版 3 舌辛累同銀沢砂崩層，雄別北方，道路切知 Ost. ・カキ化石岡

本部層は図幅地域南西部で徽別累層をとりまく狭長な帯として分布し，模式地のほ

か，雄別以北の舌辛川i沿岸の諸所， シュングシタカラ川下流， 問中流でよくみられ

る。下位の双雲爽炭層の上に整合的に重なるが， そのさかし、は双雲爽炭層のシルト岩

がおわる所である。
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松井ら 15)はこのさかいについて論じ，双雲爽炭層最上官官の石炭層をそのさかν、

とするのが適当とのべたが，岩本自の垂直 ・7)(平的変化からみると，との意見には

賛成できない。

本部層は厚さ 20-50m であら目の砂岩とカキ化石の多産とによって特徴づけられ

る。厚さの変化とともに岩相の水平的変化がL、ちじるしいが，全体を通じて，さらに

上・ 中 ・下3部にわけられる(それぞれ互に多少指交関係にある)。

下部は厚さ 10-20m で雄知j背斜帯西側では比較的厚く，粗~中粒砂岩と淘汰不良

の納粒砂岩~シルト質細粒砂岩との大幅互層である。 しかし，東側では比較的薄く，

大規模な斜交業理 ・斜交層理をもっ中粒砂岩からなる(図版3参照)。

i 中部はカキ平句集層を主とする。背斜帯西側では厚さ 2-4mであるが，東側では厚

さ 7-l1m に達し，その間に3-5枚の宇野集層がふくまれる。このくわしい産状につ

いては，すでに重本34Jが報告しているとおりである。

上部は背斜帯西側では厚さ 30m 前後の磯質祖~中粒砂場であるが，東側では最大

5mのシノレ ト質細粒砂岩(含細円磯)である。

本部層からは上下を通じて貝化石を諮所に産する。 そのおもなものは次のとおりで

ある。

巻貝 Turritella poronaiensis T AKEDA まれ

Amρullina asagaiensis MAK!Y AMA まれ

"Eρitonium" sp. まれ

Calyρtraea sp. 少

Buccinulum (Euthria) aokii MrzuNo (M. S.) 少

掘足貝 Dentalium cfr. nunomae T AKEDA 多

二枚貝 Glycymeris sp. まれ

.11勾Itilusmabuchii OY_，，-MA  et MrzuNo 多

Modiolus sp 少

Chlamys mabuchi・iMrwNo (MS.) 少

Ostrea eoγivularis OY AMA et MrzuNo Or 

Venericardia (Cyclocardia) expansa T AKEDA 少

Crassatellites r.Eucrassate lla) yessoensis 

lVlrNATO et 1くUMANO まれ
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Coゆicula(Batissa) sitakaraensis SUZU!U 少

Thyasiγa (Conchocele) bisecla CONRAD ま11.，

Nemocardium ezoense TAKEDA 多

N. yokoyamai T AKEDA まれ

Callista hanzawai NAGAO まれ

Pitar so叩 chieηsisQy AMA et M!ZUNO まれ

S1ぅisulasorachiensi・'sUOZUM! 少

1¥⑪a grewinglli l?Usi・'roensisNAGAO et INOUE 少

なお，カ キ密 集層には力 キ化石 (Ostreaeo円ivularis)が非常に多いが，そのほ

かに次にあげ るものが一緒 にふ 〈まれてい る。

(シユシクシタ カラ川下流道路切割の例)

Ostrea eorivularis・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・ ，.， .......， •.. ・・・・・・・ ・・ ・・・多

1¥今tilusmabuchii， Callista hanzawai， Buccinulum (Euth円a)aokii....少

Sρisula sorachi・ensis，Pitar sorachiensis， Veneru，ρzs sp.， 

Calyρtraea sp" Modio lus sp" Chlamys mabuchii ...... ・・・・・・・・・ まれ

ユケビラ砂質シルト岩層

模式地 ・雄別付近， 舌辛川右岸のユケピラナ イ沢 (佐々，1953) 

本部層はいわゆる舌半J宮中部であり，雄別附近の舌半川河岸， 舌半川上流，シュン

図版 4 舌辛累府ユケぜラ 1司、質シルト岩日空 ， 舌辛川治岸の河 t1~
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クシタカラ川中流および下流でよく観察できる。 厚さは 70~ lOO m である。下位部

層から漸診し，一般にそのさかし、を明確にひくのがむずかしい。本部層は上下を通じ

て海棲貝類化石を多量にふくむ砂賀、ンノレト岩によって特徴づけられる。 しかし，下部

では一般に粗粒で含細円機、ンルト質細粒砂岩が多L、。砂賀、ンル ト岩は一般に塊状で，

玉ねぎ状に風化するこ とが多い。新鮮な露頭では晴青灰色をしめす。i旬rJ.(不良で，細
砂~シノレ トの種々の粒が混合している。 また炭化した植物片にとむほか，ノジュ ール

も多くふくまれる。 貝化石は中下部に多い。代表的なものを次にあげる。

巻貝 TurritellaρoronaiensisT AKEDA 

Lu問。tiasp. 

Boreoscala? sp. 

AncistrolePis sp 

Buccinulum (Euthra) ao!?ii MrZUNO (MS.) 

Turridae，属種不明

指!足貝 Dentaliumcfr. nunomae T AKEDA 

二枚貝 Yoldia laudabilis YOKOYAMA 

Ostγea eorivulaγis OYAMA巴tMrzuNO 

Venericardia (Cyclocaγdia) exρansa TAKEDA 

Thyasira (Conchocele) bisecfa CONRAD 

Nemocardium ezoense T AKEDA 

N. yolwyamai T AKEDA 

N.tη・'sliculum (YOKOYAMA) 

Macoma spp 

Peronidia sp 

Perttloma cfr. besshoense (YOKOYAMA) 

Jl!Iay grewinglu 1'vIAKIY AMA 

M gre卸ingkikusiroensis NAGAO et INOUE 

ポン舌辛砂岩層

模式j也:ポシシタカ ラ川中~下流(佐々，1953) 

今百円は同一層名を筆者らの錦沢砂岩層に対して用いたが，それ以前に佐々 24) が
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本官官層に用いているので，佐止にしたがった。

本部j習は模式地のほか，舌辛川上流，シュンクシタカラ川下流で，その代表的な岩栂

を観察できる。 下位のユケピラ砂賀ジルト岩層から漸診し，全体として砂岩によって

特徴づけられる。層厚 70-100mであり，岩相からみて， ユケピラ部層(純海水中目)

図版 5 舌辛累w.l，ポγ舌辛砂岩周下宇部の板状砂岩，ジユソクジ夕方ラ川下流

図版 6 舌辛胆，ポ γ舌辛砂場周上部坑状砂岩，崖の上部は尺jJl)~府の砂岩

(坑道はクロス・カットで尺別泉府最下部の炭周に還してヤる。ォモγ舌半川入口，大jlU炭出)
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と尺別累層(淡水相を主とする)との漸移相と考えられる。本部層の主部は塊状の中粒

砂岩であり，この砂局は帯淡青灰色で， 時にノジュールや木片をふくむ。多少，後述

の尺別累層の砂岩ににているが，より均質で，青味をおびる点で 区別される。なお，

本部層の下部 1O~30m は板状細粒砂岩を主とし，所によっては砂賀、ンノレ ト 岩と互麿

する(松井ら 14)15)の板状砂岩層にあたる)。この砂岩はきわめてよい剥理性をもち，緑

色をおび，後述大曲砂岩)曹の砂岩ににている。

全体を通じて化石にとぽしく，下部の板状砂岩から海底二枚貝化石 Yoldialauda-

bilis YOKOYAMA， Nemocardium yokoyamai TAKEDA をえただけて、ある。

11. 3.1.3 尺別累 層

模式地音別村尺別炭砿付近(佐々，1940) 

尺別累層は浦，1見層若手がしめす積成輪廻の最上部の含炭互層である。概して淡水中目て、

あるが，最上部は汽水中日である。舌辛累層の上に整合的に重なるが，両累層のさかい

は舌辛累層の塊状砂岩がおわり，はじめてシノレ ト岩があらわれる所とする。本累層は

図樋地域西半部でかなり広く帯状に分布するほか，北西部にも分布する。 しかし，一

般に露頭が惑し上下の累重状態を連続的にみることができる所はごく少ない。すな

わち，わずかに，雄別北方の大曲炭砿附近の小沢でその下半部を，雄別附近の徹別2

号農道切割で上半部を比較的よく 観察できるにすぎない。 全)雪厚は 230~250m に達

する。全体としては，砂岩を主とし，シノレト岩を従とする，両者の不規則な互!習から

なり，石炭 ・炭質頁岩を多数はさむことが特徴である。砂岩は淡青灰白色をしめし，

細~粗粒で，細粒砂岩はしばしば炭質物や‘ンノレト岩と縞状に荷互層する。 中~粗粒砂

岩は炭質物を縞状にはさみ，斜交薬理にとむ。 シルト岩は，概して，下部のものは灰

色で， 最上部のものは貝化石をふくみ暗灰色~黒灰色である。砂岩 ・シルト岩ともに

植物化石を多産する。J;JII路炭田でふつう“主lb奨"と よばれる機岩はこの地以には少な

い。炭層は全部で約20数枚はさまれるO いずれも劣質，厚さ不安定であり，そのうち

のごく一部(最下部の炭層と上部にふくまれる炭層)が小規岐に稼行されているにすぎ

ない。

本累層は南方隣接地域の阿寒附近、では次にのベる 4部層に区分されることがしられ

ている32IO そしてこの区分は本地検でもみとめられるが，これら4部層は互に全く湾rr
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移し，明確なさかし、をひく ことができなし、。地質図上ではこの区分はしめしていな

L 、。

下部富炭部 本累層基!氏以上，約 60m上{立の白色ベントナイト貿凝灰岩部層まで

の問。この部分には最下部に稼6できる炭層(1番層，大曲炭砿で稼行中)があるほ

か，6， 7枚以上の炭層がある。全体と しては，灰白色粗粒砂岩，縞状砂賞、ンノレト岩，

炭層の大儒互層である。

中部貧炭書目 前者の上位，約 60-70m の部分，概して縞状細粒TJ少岩，砂質、ンルト

岩が多く ，炭i震の発達はよくない。上部には粗粒砂窟がふくまれる。

上部富炭部 前者の上位，約 90mの厚さの部分。ふたたび粗~中粒砂岩が多くな

り，それとシノレト岩 ・炭層の大幅互層である。雄別附近ーでは主炭)曹は大きくみて，

下 ・中 ・上3炭層群にわかれる。これらはそれぞれ，1-2mの厚さのもの少数と 30

-50cm のもの少数とからなる。

最上部含化石部 本劇習最上部の厚さ 30-40m の部分。雄別背斜常東翼池誠では

かなりの変化はあるが，概して下部はシジミ化石をふくむジルト岩，縞状砂質、ンノレ ト

岩を主とし，上部はカキ化石層をふく む中粒砂屈を主とする。雄別背斜有寺西Z型地域で

は概してジノレト岩の発達が悪し、。化石には次のものがみられる。

巻貝 Semisulcoゆかafiscina YOKOYAMA まれ

二段貝 Ostrea eo円・'vularisOY AMA et MIZUNO 多

Corbi・cula(Batissa) sitakaraensis SUZUKI 多

G. (G.) tokudai (YOKOYAMA) 少

なお，多分本累層下半部と思われる灰色・ンルト岩から淡水二段貝化石 Margariti-

feraρerdahurica (YOKOYAMA) を採集した。

11. 3.2 音別層群

本高苦手は厚さ 800m以上に達する。i甫隠居若手とは対照的に品，i¥(海成の細粒砕居岩を

主とし，全層群を通じて多数の海i陸貝化石を産する。浦幌層群との間のさかいは整合

関係である。主分布地域は同層若手が図隔地域南西部にあるのに対し，本層群は図幅北

西部にある。



以参上第RR]l図 ロi仁ド--シrソ・7jr:1三-lI1m 下1fRζ~、~:Jヤ1::守ふ手ム叶えj する万0，百t 大曲ii'，'.宕層

(5 Ost I~"fゐ 5 0$1. 0，.50 ~豆
m よ

m5，z 0dO2qEe-b 

.;色 OoOsssttt O10 £白h 

イヒ

シマC1o丈rb互-眉 不-二
G Corb. fis 

|(輔) 抗日市
0.151 

十 問

f rn-c 
Ul0圃~ (二香層)

戸司 上
(.1.50園田園圃 /三杏居)

同号、山，j

Es 

世邑司

に~:~:~~ r.~~~.~.~~i c 
rn-t ，-k'j3J m 

O トー:t:;::1 iiEd m 
m.、 吋 J:K

T 

C 

: 富岡
mt?-i 
ω ダ7ノ1 

50 [>>'O!d 菜7 -J| 中

60 

70 

80 

90 

100 

110 

120 

130 

140 

so 

以下第8図
ヲ民自召
~ '"、

シコン7シタ力ラ)11

:唱7?1一
回一ti

自B

A

貝

c 
Eヨ叫
7凹 f ]天

7田
ァ[-.• ，.....，..........j吋

g13 

4u 

h

司、
+
J
R
 

す

e
出
恒頁唖問中灰目灰

m

E

石

T

閉
山
田

M

T

 

E
 

下

gs 

出
回
国

~ 

j天

200_ 一番層)
1.00 

0.80 シマ炭
1.50 

場}シマ

gs 

亦ン舌苧fI~~岩層

第 10図尺別累層:桂伏 図(凡例は第8図と同じ)



25 

茶 E各累層3.2.1 II. 

音別居若手下半部をしめ，シノレト岩を主とする部分が茶路累層である。厚さは 200-

230m で，大曲砂岩層と茶路、ンノレト岩層とに区分される。全累!習の累重状況はシュ γ

クジタカ ラ川下流，向上流，徹別川中流でよくみることができる。
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図版 7 徹glJ2号食道における尺別泉隠と茶路累周とのさヵ、ヤ

Cb: ~路ジルト岩胞 Om 大国1/i1I、沼周 Sb 尺別累府

模式地 白糠町大曲附近 (佐々 ，1940) 

本部層は茶路累層の最下部をしめる，いわゆる緑色砂岩を主とするものである。厚

さは最大 5mにしかすぎrない。雄別附近微別2号農道切割，徹別JII中流，舌辛川最上

洗，シュンクシタカラ中上流地域でよくみることができる。大曲砂岩層の規定のしか

た，尺別累層との関係については2，3の意見のちがし、があった。尺別累層とのさかい

は整合で，時には漸移的である。

大曲砂居層は本図幅地域を通じて，大きくみれば次の 3相にわけられる。

A相 1草i板状にはげる含細磯細粒岩を主とするもの。雄別附近およびシュンクシタ

カラ中上流地域にみられる。この砂岩はかたい，帯緑精灰色のいわゆる緑色砂岩であ

り， I待に中粒またはシノレト質となる。細線はよく 円磨されている。ふつう，葉理面に

そって，Yoldia laudabilis YOKOYAMA， Y. laudabilis YOKOYAMA var. h-押1atsuzZ

MIZUNO， Macoma sejugata (YOKOYAMA) などが椛集してふくまれ， まれには

Corbicula (Batissa) sitakaraensi・'sSUZUKIもみられる。時には，この砂岩の最下部

に，Venericardia (Cyclocardia) cfr. tokudai TAKEDA， Corbicula (Batissa) sita-

karaensis SUZUKIをふくむ，いちじるしく淘汰不良の合語教祖粒砂居，シル ト岩の務

層がある。尺別累層の砂岩またはシルト岩との聞には多くの場合明日奈なj習理面がみら

れる。



図版 8 図版 7と 同一地点

Om 大!日I砂岩間 Sb: 尺別累庖
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B相 灰白色，中~細粒砂岩と機岩とからなるもの。シュンクシタカラ川下流地域

一帯に発達する。尺別累層との間には明瞭な岩相遷移面(層理面)があるが，その砂岩

は尺別累層のものと全く区別できなし、。磯岩のほか，カキ化石層 (OstTeaeOTivularis 

OYAMA et MrZUNO)や炭質物をふくむ。この砂岩は上方に粒度を減じて，茶路、ンノレ

ト岩層に漸移する。

C相 A.B同特|の中間的なもの。 舌半川最上流地域にみられる。Aの緑色砂岩と

Bの砂岩との両者からなり，尺別累層とは漸移関係にあり，明瞭なさかし、がなし、。

以上にみるように，大曲砂岩層は地域内でかなりの岩相変化があり，海水・汽7J，両

中日の堆積物をふくんでいる。
チヤロ

茶路シルト岩層

模式地 .白糠町縫別附近

本部層は図樋地域西半部で雄別背斜帯を大き くとり まくように分布し，シュンクシ
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図版 9 シユYクジタカラ)11下流における尺別累府と茶路J民間とのさかい

Cb: 茶路ジルト岩陪 Om: 大ltilfr1l岩間 Sb 尺別累回

タカラ川下流，向上流，微別川中上流，飽別川上流でその全累重状態をみることがで

きる。本図幅地域では釧路炭田他地域にくらべて厚さが薄く，最大約 230mにすぎな

い。全層はおもに、ンルト岩からなり，海懐具化石， 泥灰岩ノジユ{ル，炭化した植物

片化石などを多数ふくむ。 そのほか，基底附近には白色凝灰岩の~].層を， また基!まか

ら 60~70 m上位に厚さ数 m の砂岩層をはさみ，これらはいずれもかなり連続性が

よし、。

シルト岩は基)まに近い所で砂質となるほかは概して細粒である。一般に新鮮な露頭

では明|僚な層理面がみとめられるが，風化面では塊状となり，かつ玉ねぎ状をしめす

ことが多い。シルト岩は概して本部層下部では，暗色をしめし，風化すると微小角片

にわれる傾向がある。一方，上部では明色をしめし，青味がかると同時に風化商で大

角片にわれる傾向が強い。この性質は後述の縫別累層のものと同じである。

砂岩は諸所にはさまれるが，既述のものをのぞいてはすべて薄層で，かっ連続性に
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図版 10 徹別川中 ド流における茶路ジJレト岩府 F:t当日

とぼしい。これらは灰白色をしめし，細~中粒で，雲母片を多量ふくみ，粗しようで

ある。

化石はシルト岩中に諸所に産するが，炭田内他地域にくらべると少ない。次にあげ

るものがえられた。

巻貝 Boreoscalasp まれ

Tectonatica sp 少

Tro円xininacfr. onbetsu印 sis(MATSUI) 多

Tunitellaρoronaiensis T AKEDA 多

Riuguhd:円Uiarugosa (T AKEDA) 少

掘足貝 Dentalium nunomae T AKEDA 多

二枚貝 Neilonella poronai・'ca(YOKOYAMA) 三h》F

Nucula n. sp 少

λTucula匁asp 少

Yoldia laudabilis YOKOYAMA タP

Portlandia (Portlandella) watasez (KANEHARA)多

P. (P.) ovata (T AKEDA) 

Solamen n. sp 

F 
'8T 

まれ
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Limoρszs?sp. まれ

Ctenamusium Imsiroense (T AKEDA) 少

Venericardia (Cyclocardia) exρansa TAKED.". 多

Thyasira (Conchocele) bisecla CONRAD 少

Paρ-yridea harrimal1i DALL まれ

Periploma besshoense (YOKOYAMA) 多

11. 3.2.2 縫別累層

模式地:白糠町縫別付近

本累層は茶路累層の上に互層漸移して重なり，厚さ 600m以上に達する。両累!雷の

さかいは縫別累層を特徴づけるいわゆる黒色砂岩の厚題(厚さ1O~15 m)が入り はじ

める所である。しかし，その下位に茶路累層のなかで，黒色砂岩薄層がシノレト岩と互

l習することがあり，両者のさかし、を明確にひくことができない時もある。 また，本累

j雷下部に灰白色砂場(茶路累層のものと同質)がはさまれることもあるが， この場合に

は茶路、ンルト岩の厚さが異常に薄い(たとえばシュンクシタカラ川下流地域)。 このこ

とは茶路 ・縫別両累層が一部指交関係にあることをしめすものと考えられる。本累)麗

はおもに図幅地域北西部に分布するが，そのほか雄別南方にも 爽長な分布をしめす。

縫別累!習は全体として黒色砂岩 ・シルト岩の互l脅からなる。図隔地域北西部では露
山岨一一山 マ句 幽聞誕掴E吟，哨刷.甑司~'I!.宵岨由民拙 ノ "、
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出条件が悪いために詳細は不明て、あるが，雄別以南では大よそ次のような層序をもっ。

(下から)①黒色砂岩1O~15m，①シルト岩にとむ部分(黒色砂岩，灰白色砂岩を

ともなう)約 100m，①黒色砂岩・凝灰角機岩約 30m，CD黒色砂岩をともなうシノレ

ト岩， 400m以上(上限不明)。

黒色砂岩は輝石安山岩質のJ凝灰質砂場であり，中~粗粒で，暗緑色または帯緑暗灰

色~褐色をしめす。一般に塊状，粗しようである。検鏡観察によれば，この凝灰質砂

岩は，斜長石(中性長石)，普通輝石，紫蘇輝石 (ともに多量，自形)，角閃石を主とし

まれに，石英，黒雲母をともなう。また輝石安山岩の岩片も多量ふくまれる。

品発灰角機岩は輝石安山岩の拳大~卵大の磯からなり， しばしば火山円繰岩に移化す

る。火山円磯岩のなかには時に閃緑岩質岩石の大塊がふくまれることがある。

灰白色砂岩(②にふくまれる)は細~中粒で雲母片，炭質物を多量にふくむ。厚さ数

m 以内である。

ジルト岩は凝灰質，多少砂質である。明るい帯青灰白色をしめし，一般に風化面で

は大きしかっするどくわれる。炭質物を混入することもしばしばある。

貝化石はシルト岩に多くふくまれるほか，黒色砂岩にもまれにふくまれる。茶路累

層と同様，炭田の他i也被とくらべてその産出量が少ない。

巻貝 訪問lellaρoronaiensisT AKEDA 多

Trominina japonica (T AKEDA) 少

掘足貝 Dentalium nunomae TAKEDA 多

Acila cfr. kusiroensis NAGAO et HUZIOKA 少

Nucula向。 sp まれ

Yoldia laudabilis YOKOYAMA まれ

Venericardia (Cyclocardia) exρansa TAKEDA 多

1ペ (C.)spp 少

1L 3.3 古第三系の古生lj0)と対比

古第三系全体を通じ，淡水相から植物化石を，汽水相 ・海水中目からは多数の貝化石

を産する。またあまり多くはないが，有手L虫化石 ・ウニ化石も海水中目から産する。

有孔虫化右は今まであまりよくはわかっていなし、。筆者らも未検討であるので，主要
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lllf21 の報告をここに引用しておく，同氏は本図隔地域，阿寒図柄地域などから次の種

頒を検出した。

舌辛累層産 Comuspiroides oinomilwdoi HANZAWA et ASANO， Cyclammina 

pac折caBECK， C. incisa (STACHE)など

茶路累層E主 BulimIiw ezoensis YOKOY AMA， B. sclnvaS;3ηYOKOYAMA， B. 

ρ'yrlua D'URBIGNY， Cyclanτmina incisa (STACHE) など

縫別累庖:Plectofro~~dicularia JうaclwrdiCUSHMAN et SCHENCK， 1スρ mul-

tili1~eata CUSHMAN et SIMONSON， Frondicula向。 scolopel~draria YOKOYAMA， 

Bulunina ezoensis YOKOYAMA， B. schwageri YOKOYAMA， B. puρoides D'UR 

BIGNY， B. pyrula D'URBIGNY， Cyroidina cfr. soldanii D'URBIGNY， Cyclammina 

incisa (STACHE) 1.よど

ウエ化石は，わずかに，舌半累層から Linthiayessoensis MINATOが産するにす

きfなし、。

植物化石は爽炭層から多産するが，筆者らは未検討である。今までの資料"'(一部，

第 63年日本地質学会総会での“日本古第三系"討論会における遠藤 ・際問 ・棚井氏

の議出内容)によれば，炭問地域を通じて次のものが産し， これらのうちの多くが木

地域からも産している。

春採爽j皮膚底 。WoodwardiaEηdoana UISHI et HUZIOKA， Metasequoia occi-

dentalis (NEWB.)， Populus arctica HEER， Ulmus hart!loriensis UISHI et HUZI 

OKA， Magnolia eokobus TANAI， Tilia haruto門ensisUISHI et HUZIOKAその

他

然別爽炭層産 :Osmunda japor;，ica THUNB. fossilis UISHI et HUZIOKA， Taxo-

dium dubium HEERなど (ζれらは春採爽炭層にもifff-する)

雄別爽炭層産 :Myrica kushiroensis TANAI， Corylus macqurri FORBES， Cas-

tanea ezoana HUZIOKA， Celastrus borealis HEER， Nordensluoldia ezoana 

TANAIなど

)-c別爽炭層産 :Betula Bro冗:gniartiETTING， Castanea ezoana HUZlOKA， 

Magnolia eokobus TANAI， Pueraria ishika打iensisT ANAI， Acer arcticum 

HEER， Marlea basitruncata UIS日1et HUZIOKAなど

貝化石はすでに各層を記述した時にのべたが，第3表にあらためて総括してしめし

7こ。

浦|晃層群 ・音別層若手の只化石若手の類似性は今までしばしば強調されてきた。しかし
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第 3表古第三 系 虚 貝化 石

地層 総

別

累

屑

茶
路
間
明
暗
屑

茶
路
シ
ル

ト
岩
層

茶
路
累
屑

大

曲

砂

岩

層

尺

別

累

層

4

白
辛
累
層

ポ
シ
舌
辛
砂
岩
層

舌
辛
累
層

ユ

ケ

ピ

ラ

砂

質

ジ

ル

ト

岩
田
畑

舌
辛
累
層

錦

沢

砂

山

石

層

微
別
累
層

双

雲

爽

炭

層

微
別
累
層

雄

別

爽

炭

層
種名

巻 貝

Semisulcosρira fiscina (Y OKOY AMA) . . . . . . . • . . . . . . . . . . . . . . . . . . r 
S. fiscina yolwyamai SUZUKI' . . . . . . . . . . . . . . r 

Turrilella poronaiensis TAKEDA' . . . . . . . . . . . . . . r a 

Cerithidea ishiJw円'ensisYOKOYAMA .... ・・?r
"Eρitonium" sp. ・・・・・ . . • • • • • • • • . . • • . . • • .. • 'r 

Boreoscala sp・・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・?r
Lunatia sp. ....................................... c 

Teclonatica sp ・・・・・・・・・・・・ •....• •..... •..... • ......... • • •. •• ....c 

* Ampullina asagai・C匁sisMAKIYAMA ............r 

a a 

CaかρtraeaSp. ・・ ・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・ ... .......r 
Buccinulum (Euthl'ia) aokii MIZUNO (MS.) ・.c
Tromi71ina ombetsue冗sis(MA  TSUI)・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・ ・......a 
T. jaρonica (T AKEDA)・・ . •. • ... •.• • •.•.. . •• •..• •..•. • •..• . • • • • . •. . ... ..c 

Ancistroleρzs sp ・・ ，.... • . • . •. •. . •. .•.• • • . .. ・....c 
Riuguhdrillia rugosa (T AKEDA) ・・ ・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・・・・ ・・・.•• .....c 

郷足貝

Dei1talium nU!1omae T AKEDA . . . . . . . . . . . . . . . . . r a a a 

二枚貝

Neilonellaρoronaica (YOKOYAMA)・・
Acila kusiroensis NAGAO et HUZIOKA' . . . . . . . . . . ...・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・c
Nucula (Ennucula) n. sp........................................... c 

Nuculana sp ・・ .. • •. • . •••• ••• . ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・...... •• • .• • ....c 

Yoldia laudabilis YOKOYAMA......................a r a c r 

Y. laudabilis. 'yOKOYAMA， var. .................................c 
h.matsuii I¥/IJZUNO 

Portlandia (Portlande lla) watasei ................................. a 
(KANEHARA) 

1ヨ(Portlandella) ovata (TAKEDA) ・・・ ・・・・.........................'a 
Glycymeris sp. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . r 

* Mytilus mabuchii UY AMA et MIZUNO・・・・・・・・ ・・a
Modiolus sp. . . .. . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . .. . 'c 

Solamen sp. ・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・ ・・・・ • . . • . • • . .. .. . • .. .. .. . • . • . .. • • r 

Cten即時usiumkusiroense (TAKEDA)・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・....•... •• ..... • ..c 
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双
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層

徹
別
累
層

雄

別

爽

炭

層
種名

Chlamys mabuchii MIZUNO (MS.)・・・・・・ ・・・・ ・・・ ・c

Ostrea eori;叩 larisOY AMA et MIZUNO・・・・・・・ ・・・c a r a r 

Margaritifera terdahurica (YOKOYAMA)・r

Crassatellites S"fucrassatella) yessoensis ........ r 
MINATO et 1くUMANO

Venericardia (Cyclocaγdia) exjうansa・・ ・・ ・・ ・・・ c (] 
TAKEDA 

V (Cyclocaγdia) spp・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・ ............................ .a 

Corbicula tokudai (YOKOYAMA) ・・・・・・ ・.. . a ?r c 
C. sitakaraensis SUZUI<I . . . . . . . . . . . . • . . . . . a c a 

Nel刊ocardi初旬 ezoenseT AKEDA .・・・・ 0 ・・・・・・・・・・a a 

N yokoyamai T AKEDA ............・ ・.........r r 

N tristi，ωlum (YOKOYAMA)・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・・・・・r

PUρ'yridea harγimani DALL' 
Callista hanzawai (NAGAO)・・・・・ ・・・・・ .... .r 

a a 

Pitar sorachiensis OYAMA et MIZUNO' . . . .. .. . .c 
Stisula sorachiensis UOZUMI . . . . . . . . . . . . . . . . . . r 
Peronidia sp. ・・・ ・・・・・ ・・ ・・・ .. ......... ・......"r 

Macoma sejugata (YOKOYAMA)・・ ・・・ 田・・・・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・・・・・ ・・・ a 
M spp ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . • . . . . . . r 

Mya grewingki MAKIY AMA'・・ ・・ ・・・ ・田・・・・・・・ ・......a 

M grewingki kusiroensis NAGAO・・・・・・・ ・・・・・・・C
巴tINOUE 

Pertt!oma besshoense (YOKOYAMA) ・・・・ ・・・・・ ・?c a 

r 稀， c 普通~少数， a 豊富 * 炭田内他地域では音別居群にも産するもの

両者を一括して考えることはかならずじも正しくなL、。すなわち， 海接種についてみ

るといくつかの共通種はみとめられる (Turritella，Vene円icardia，Thyasira， Yoldia: 

など)が，かなりの数の種が非共通である。このことは両層群のお;成環境のちがし、(底

質，塩分など)によると思われる面もふくんでいるが，同時に，本邦全域的にみた場

合，むしろ年代差によると思われる 面をもふくんでいる。 たとえば，音別層群産の

Neilonella， Portlandia， Paytridea， Macoma， Tromininaの各種は石狩炭田の幌内

層群や北九州の Venericardiavestitoides帯および他地域でのその相当層だけに産す
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る22)271。また浦幌層群産の Crassatellites，S.ρisula， Pitaγ の任種は石狩炭田の石狩

層群，その 一部は北九州の Venericardiayoshidai帯にも 産するのである 22>2九浦

幌層群にはそのほか，音別居群には産しないが，他地域で Venericardiavestitoides 

帯およびその相当層に産するものもある。たとえば，Callista， 1時agrewingki 

MAKIYAMAなどである。 Nemocardiumezoense T AKEDA， Buccinulum， 1¥のJagre-

叩ingkiMAKIYAMA var. IlUsiroensis NAGAO et INOUEは今までの所，全国約にみ

て浦幌層群以外には産していない。一方， 非海棲種についてみると， ~甫幌層群の非海

接種には石狩層群のものと共通種が非常に多い。しかし，前者に多い Corbi切 lasita-

ka1'aensi・'sSUZUKIは石狩層若手では芦別居と平岸層とに産する(赤平層以下には産しな

しうこと， また，若J{i，¥閣に多い Geloinaが浦幌層若手には産しないことは注目すべき

ことである。以上のべたことから貝化石の類似性および対比について要約すれば次の

とおりとなる。すなわち，音別層群のものは大体において幌内層群のものと 一致す

る。浦幌層若手のものはいくつかの型にわけられるが，石狩炭問地域とくらべた場合に

は，むしろ石狩層群(特に非海接種については平岸層 ・芦別居)との類似性が強い。石

狩胞若手の平岸層以上には海楼種の産出が少ないが， 滞幌層群産の海m貝化石若手がー!芯
平岸層以上のそれを代表しているとみなしても差支えないようである。以上のことは

音別層若干ー→幌内層群，i南幌層群→石狩層群上部という今までの対比24)が大よそ妥当で

あることをしめすものである。なお， ウニ化石の Linthiaが石狩屑若手では平岸j習に

産し!9り また，植物化石のうち，Woodwardi・5 が幾春別層に多産することも貝化石に

よる上述の対比をう らづけるものである。なお，音別層群は北九州の Venericardia

ve stit oide s帯(上部漸新統)に，浦幌層群はV:yoshidai帯 L中下部漸新統)にほぼ対

比される。

1L 4 新第三 系

新第三系は図幅地域中央部に南北に幅広い帯として分布する。古第三系の上に不整

合関係で、横たわり，下から，布伏内累層，厚内層群(中新統)， 阿寒層群(鮮新統)にわ

けられる。3者の聞は不整合関係である。全麿厚最大約 2，000inに達し，最上古[1のほ

かはほとんど全部海水相である。
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フ プy ナイ

11. 4.1 布伏内累層

模式i也:Yュyクシタカラ川下流道路切創，第 12図参!j日，新称。

今西7lは「布伏内層群」を筆者らの厚内層群とほピ同じ内容のものにj円いた。と

の「布伏内累層」は同氏のものとは全く内容をちがえている。

布伏内累屑は新第三系の最下部をしめる。 図幅地域南部のオロウエンナイ沢下流以

前で帯状分布するほか，北部の飽別北方にも分布する。 厚さは最大 180m に達する

{写真12)

4曹買頁右Chardshale") 17m+ 
(写直 13) 

100 200Km 

ιーーーーーーーーーーーーーー」

館 12図布状内 累間模式 j也の沙仰l図

が，上京~ 2 地域の中間地域では本累層は全く欠けている。 古第三系との関係は模式地

では断層であるが，大部分平行不整合，一部斜交不整合である。

本累層は基底部の砂岩 ・磯'告のほかは上下を通じておもにシルト岩からなる。シュ

ンクシタカラ川右岸支流タンネナイ沢上流右叉支流(阿寒図幅北端部)では基底部は厚

さ O ~ 10cm の緑色小際機官であり ， その上位に厚さ 15 ~ 20 m の緑色凝灰質の粗~

細粒砂岩が重なる。その上位は次にのべる厚いシノレト岩である。緑色砂岩 ・磯岩はー
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図版 12 布状内県胞の模式地(γユソタレタカラ川下流10'.岸道路切'1:4) f: (断昭)のた側は
縫別累日の黒色砂J3 ， 右側が~rj伏内黒問。 A 第 12図ほど中央の谷の入口

見縫別累層の;染色砂岩とよく にている。本累層の大部分をつくるシノレト岩は塊状，J雷

理不明瞭で，新鮮面では暗灰色てかたし、。一見茶路累層下部のシノレ ト岩に非常によく

にているが，風化国では灰色~寅灰色をしめし，やわらかくなり，かつ非常にこまか

くくだけやすい性質をもっ。このシノレト岩はその性質のために野外では上位の殴来累

層の硬質頁岩 (harclshale)に対して softshaleと仮称している。全体に擬灰質で，白

い1$:ti粒をふくむこともある。また，白色~賀白色の凝灰岩薄層をかなりひんぱんに

はさむことも特徴の 1 つである。 時にはこの凝灰岩は厚さ数lO cm~2m となる。 凝

灰岩は有色鉱物が非常に少なく ，多分酸性である。シノレト岩には諸所に径数 10cmの

大きなノジュールがふくまれ，またしばしば砂岩岩脈がみられる。化石は全般的に非

常に少なし、。しかし，時間をかけてさがせば，Portlandia tokunagai (YOKOYAMA) 

var. hayasakai UOZUMIが少量ではあるが普遍的に発見され，Cyclammina incisa 

(STACHE)， C. ezoensis ASANO， C. jaρ01αca ASANOなどの有孔虫化石もかなりふ

くまれている。 なお，飽別川左 l号沢では Portlandiakakimii UOZUM1も1箇えら

れた。

11. 4，2 厚内層群

厚内層群は布伏内累層および古第三系のヒに不整合関係で横たわり，南部の雄iJ!j以

の}UJ減と北部の飽別北々東の地域とにわかれて分布する。最大 500m 以上の厚さ



古湾 よ在日1)地域 飽別北万地域 2詰

南← →北 ←南 →~t 

←一一一一一 約 7Km 一一一→←約 8kmー+令一一約 5Km一一一歩

l三三詞 γJLト岩
E三三ヨI主涼賀川L卜居 匡ヨ品為)Eヨ醐時Eヨ該富島 区32蟻石 白 石英安t1后賀腕

一一一両 不受含

s A P01'tlaudia loltUllag，αi， var. hayasakai， Cydαnl1Juna spp c5 C P01'/landia Iwlumii，凡1akiyamacllitanu 
おもな化石

s B Miyagψecteu SP'J Chlamys cfr. kallelwrat (5 D Dosinia Iwneha'rai 

図'1'のアラピヤ教字は府JF，l:をあらわヲー 11吋立、=川

第 13図布状内 累陪お よび厚内問群 の模式 的回 序断面図
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で， 第 13図および第14図にしめすような層序をもち，岩中日の水平的変化がはけ、し

い。しかし，大きくみれば，下部では(第 13図，1 -III， l' -III')硬質頁岩と安山岩質

凝灰岩とにとみ， 上部では(問図，IV-VI， IV')石英安山岩質凝灰岩にとむ。これに

もとずいて，本層群を殿来累層と知茶布累層とにわけた(多少指交関係)。厚内層若手の

全層序はシュンクシタカラ川下流沿岸および雄別附近舌半}II左岸の小沢でよくみるこ

とができる。

キタ

II. 4.2.1 殿来累層

本層名付:今西7lによってあたえられたものであるが，とLでは今西の定義をさ

らに拡張して用いる。

本累層は厚内!雷若手の下部をしめ， 硬質頁岩と暗弱~色安山岩質凝灰質岩とによって特

徴づけられる。厚さは 85mから最大 250m以上としづ変化をしめす。

ヨコヤマ

横山硬質頁岩層

模式地:ベルツナイ川入口附近の大きな崖，新秒、

本昔日層は図幅地域内で今まで「直別層」といわれてきたものにほピ相当するが，

「直別層」の定義については混乱があるので，別名をあたえた。今西の直別層，ベ

ルツナイ層， 殿予j~層の一部をあわせたものに相当する 。

第 12図の 1，II， 1'， II'をあわせて横山硬質頁岩層とする。雄別以南では模式地の

ほか，ムヲミ沢，サムライの沢，シュンクシタカラ}II北岸， タンネナイ沢左岸支流，

飽別北方の阿寒川左岸でよくみることがでさる。厚さは図幅地域内では 100-110m

であるか，南方の阿寒図幅地域内では急激に薄くなって約 30m前後となる。

本部層は下部がおもに安山岩質凝灰岩， 凝灰質五~、岩からなるほかはほとんどいわゆ

る硬質頁岩 (hardshale)からなる。

下部をつくる凝灰岩はおもに角閃石安山岩ないし角関石輝石安山岩質であり，多 く

の場合に砂質または際貿である。しばしば含磯砂岩 ・砂質、ンルト岩に移化し， これら

と互冒する。また，特に最下部数 10cmには機が非常に多い，これらは全体として暗

緑色をしめし，時には深緑色となる。しかし，新鮮面では淡青灰色のことが多L、。含

離部の磯は音別層群のものと思われるシルト岩の小角磯および安山岩の小円様であ

る。なお，そのほか，飽別左l号沢上流では本部層の下部に安山岩質凝灰焦磯岩がふ

くまれている。
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図版 13 横山硬質頁岩間のli'J)'l:!l頁岩(新鮮な道路切古'1)，シユ:/1'シタカヲ川ド流，
図版 12のヲひ東側の露頭

図版 14 横山!if質頁岩間の限質瓦お(風化面)，ペJレツナイ)Ij一I、流

硬質頁岩 (hardshale)はふつう 5-lOcmごとの板状をしめし，軟質のシノレ ト岩，

寅自己J凝灰岩，前述の暗緑色凝灰貿砂岩などをはさんでいる。しばしば大規模な異常

堆肢の榊造をしめす。硬質頁岩はきわめてかた く，珪質で，たたくと金属音をだして

貝殻状にわれる。

化石は本部層を通じて少なし、。最下部の砂磯部にはしばしば次の貝化石がふくまれ

ている。そのほか，硬質頁岩ーからは Makiya隅 achitanii (MAKIY AMA) や二枚貝の

Palliorum (Delectoρecten)μckhami (GABB) の化石を産する。 また少数の珪藻も

発見された。



(雄別附近ムツミ沢入口)

" Ost陀 a sp 

MiyagiJうertensp. J:主1)

(タンネナイ沢，阿寒図桶地域北端部)
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下 (\1.屈との明í~ 飽別地妓では下位!冒(布伏内累層)との関係を確認できなかった。

しかし，飽別川左 1号沢上流で，布伏内累層のとに凝灰岩 ・凝FJミ角磯岩がのり， これは

岩質からみて本部層の基l長音i¥と考えられるので，少くとも飽}jlj地域で同累!習との間に

ヒ下関係があることは疑問の余地がなし、。雄知j以南の地域では，布1)~内累!習がない所

(lKjE}j!j -サムライ の沢間iでは，本lf;li腐は縫別累!麗の上に見かけ ヒ平行不務合関係て

たわる。また，布伏内累闘がある所では，同累!雷の上Vこ，明瞭なさかし、をもって1寅た

わり，かつ本部層の基底部には(合貝化石)機質砂岩が横たわる。 この磯賀、砂岩は雄別

~サムライの沢簡で基底部にみられるものと全く 同岩質であり，その上位の層との累

付 与行ザニιア寸τ

iii Life 黒 色古ク右

a噴砂 省中石 l 不

完足元 農伊ム罰
岩間 三号 要
fom cm cmz  
梅山瞬 間宮 一 言← 縫 月'1累壱

約 6m

第 15図 サムライの沢右岸における横山!il!!1買寝間&[ほの不整合面のスケツテ

(多少桜式化 {，である)，図のλfと1"分l主事l土したもの

4面
(上 iJitl

許 1) この Miyagipeclenは. 1t: f" )問H~j方の押1>住居産の Miyagiþec!en saromensis HASIMOTO et 

KANNO t;こ般の柴飾の占、でよ くにろ。しかし， 後者がだ右対称の放をもつのに対 t.，前者は後腹繕t'f~~
が ド方にはり Jtjllし非対称(1')である。 以上の 点で， この Miyagψectenは M.Sa1'O附 enSlSの変異型
かとも思われるが，まだ史料不充介なので今<DJiFr， Miyagipecten sp としておく。
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2:門縁(安山岩)

i 粗粒副浩

続Eリ架~←!→ 4貰山硬貨頁右層

ヰて 4 

喫 SOcm

晶化石に11"Ostrea." sp予，mグa.jl-
pe<ten sp. ~ ~ >lLI二品る.

第 16図 11，別l主付近，ムツミ沢イJ岸の躍におげる
横山硬質頁岩間基ほの不拡合面

som -
第 17図ムツミ沢入口付近のw側図

煮関係からみて，それぞれ水平的な連続関係にあるものと考えられる(第14図)。す

なわち，この地域においても，本部層は布伏内累層 ・縫別累層をおおっているのであ

る。一方，構造的には3者はほとんど平行的であり，また，個々の露頭でも，直接3

者間のさかし、の性質をしることができる資料は何もなし、。 古生物学的資料ーからみて縫
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別累層 ・本部層聞の不整合関係は明らかである。しかし布伏内累層 ・本部層聞につい

ては古生物学的にも今の所何もいえない。その両者の分布関係は次の 2つのいずれか

によって説明される。すなわち，①布伏内累層積成後，横山政質頁岩層が整合的にさ

らに広い範囲に積成した，②布伏内累!習が元来は広 く結成し，傾動運動によって同累

層が差別的に刻刻lをうけた後に1主主山硬質頁岩層が広 く結成した，の2つの場合が考え

られる。①の場合には，布伏内累層の現在の分布は，ほぼその本来の分布をしめすも

のである。したがって，同累層はいわゆる縁辺相をふくんでいてよいはずである。と

ころが，その岩相は比較的深い海底に積成したと恩われるシノレ ト岩で， かつ，7k平的

にも全体を通じてきわめて 均質であり，①の解釈には多少無理な点があるようであ

る。むしろ，0)の場合と考えて， 布伏内累層 ・本部層の聞を斜交不整合関係とする方

が妥当であろう。

アクベ 'l

飽自IJ火砕岩層

模式地 飽別北方阿寒川沿岸(阿寒川支流右 1号沢の対岸から上流，左1号沢

入口に至る問の阿寒川左岸の崖)，新称

本部層1';1:大よそ佐々 '"の忠類l腎群，今西7)の阿皇室層群の一部に全日当する。

本部層はおもに飽別以北に分布するが，雄別以南でもその延長が分布してしら。模

式池のほか，飽¥liJ第四発電所の沢入口附近，雄別附近のム γミ沢， 古濠西方のタンネ

ナイ沢でもよく観察できる。全体としては安山岩質の各種火砕岩類，凝灰質砂岩，砂

賀、ンルト岩の互層で，岩本日の水平的変化がし、ちぢるしい。下位 ・上位)冒とは漸移関係

にある。

校式地附近では，厚さ 150m に達し， (撒撹石)両輝石安山岩質の凝灰角球岩，火

山量殺凝灰岩，凝灰質砂岩からなり，これらはいずれも暗緑色をしめす。

一方，雄別以南ではその発達はあまりよくなし、。ムツミ沢， タンネナイ沢では，厚

さ GO~ 30 m の暗緑色凝灰質砂岩からなる。また 2区の沢，索道の沢，サムライの白

沢では，わすかに厚さ 10m前後の暗緑色(火山線)凝灰岩となっている。

化石は本部層のなかには発見されなかった註2)。

註2) 佐々叫今西7)は本部閉相当府か ら貝化石の産出を報告したが，これらは鮮新統白阿寒庖群 (こ〉で研

しく定義した)カ、ら産台 るものである。
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チ チヤツプ

11. 4.2.2 知茶布累層

模式i也 知茶布川中流(阿寒図幅内) (今西，1953) 

本累層は今西日の 「知茶布層」とほ Y一致するo 木地域むものは模式地のものと多

少岩相が異なる。

本累j習も雄別以悶と飽別北々東とにわかれて分布し， シュンクシタカラ川下流南

岸，サムライの沢，ムヅミ沢，二区の沢で，その層序をよくみることができる。飽別

附近では露頭が惑いために層序の詳細は不明である。全国厚は 400m 以上に迭する。

本累周jは第13図における IV，V， V1， IV'からなるが， v (凝灰角線岩)をのぞい

ては，上下を通じて凝灰岩にとみ，そのほか凝灰質砂岩， 向シルト岩， f圭藻質・ンルト

岩も多くふくまれる。

凝灰岩には角閃石;;-:i英安山岩または両輝;;-:i石英安山岩買のものが多L、。 あらい浮石

質凝灰岩を主とするが，細粒凝灰岩もしばしばみられる。時には火山岩塊をふくむこ

ともある。これらは，一般に灰白色または白色をしめすが，本累層の下部では淡緑色

となることもある(飽別北方地域，雄別附近の一部)。概して斜交葉理の発達がよく ，

またしばしばi腎灰色の砂岩 ・ジJレト岩と務玄関をつくり，大きな崖では全体が白黒の

きれいな縞慎段をしめす。このような所では層内断層(多くの場合逆}断層)や層内惣I出

が発達するのが特徴的である。雄別以南の地域では本累l雪景上部に厚さ数 m の硬質

頁岩がはさまれることがあり，そのほかにも連続性にとぼしい硬貨頁岩のi'iJjl)震を諮所

図版 15 知?R;fli累胞の成回状態をしめず，ジユソクジタカラ川下流;(;岸



45 

図版 16 知茶布泉府内の小逆断悶.γュγ クシタカラ川下流右岸 f 断問

にはさむことがある 。 T~ÎÜW.南方の本巣層下f.fl) ?のよ~f~h長質シノレト岩には， P01'tlandia 

kakimii UOZUMIが多くふくまれている。

Vの凝灰角繰宕層 (今西nの1!了溜集塊岩昔日層)はオクヨクンナイ沢上流から雄別東方

の尾根を通り，さ らに南方へ細く帯状に分布する。厚さは不定であるが，大よそ 60-

30mである。全体を通じて，浮Tit立をふくむ， (撒憤石) 両輝石安山岩の火山ff~機岩，

凝灰角磯吉，火山磯凝灰岩からなる。時には凝灰岩もはさまれる。 これらは暗色をお

ひγ:.:~[E色をしめす。 飽別以北には分布していなし、。 なお，この凝灰角諜!告の上下 IIV

の最上部，VIの最下部)では安山岩質の，かたく ，徹符?な， 多少紫赤色をおびる凝灰

岩が発達する。

本累層最下部の凝灰貿砂場中に，きわめてまれに，Dosiua (Kaneharaia) /wneharai 

YOKOYAMA，“ Ostrea" sp.， Chlamys sp.などがふくまれていることがある (飽別第

四発電所附近産)。

ア カソ

1I. 4.3 阿 寒層群

本層群は今までの「本別層群J'"に相当する。「本別層群」の模式地は十勝支庁本

別|日]附近であるが，そむ模式地附近の最近C地質調査の紡糸， 同層群は 「十勝層

群」と改称され201211 またそι南方の常室地域では「束台層群J261とよばれている。

した がって，雄別図隔地域で「本JJIJJ曹群」の名前を用いるのは適当でない し，また
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本地域のものは「十勝層群」と多少岩相がちが うので，新しく「阿寒層群」とよぶと

とにした。とれは今西"の 「阿寒層群J(ー飽別火砕岩層)とはちがうものである。

阿寒層群は新第三系の上部をしめ，下位諮層群とは斜交不整合関係にある。全層厚

は 1，300m以上に達するが，岩相上の特徴から，合海楼化石細粒砕屑岩にとむ古i草

累層と然、化石火山砕暦岩にとむ蘇牛累層とにわけられる。全層序は徹別川下流で大体

みることができる。

本層群基底の斜交不整合関係は雄別以北の地域では，本層群が厚内層群以下の

諸層準と接する ことで明らかに推定さ れる。雄別以南の地域では， 本層群は，厚

内層群の最上部と接し， 両者岩相がにている上に構造上もあまり後者と大差ない。

しかし，同地域では，本暦若手基底と知茶布累層上官官の凝灰角際岩層との層間距離

が 200m から 50111へと，次第に南方にむかつて小さくなること'-， 基底には

かならず，下底に平坦な面をもヲ!深岩があるということ とで，やはり 奈l交不整合

関係が推定される。

11. 4.3.1 古海累層

本累層は阿寒層群の分布地域の大半をしめて分布する。全層厚は 300mにj童し，海

陸貝化石・有孔虫化石を多産する。全層を通じて砂賀、ンルト岩にとむが，下部には牒

岩が多く，上部には砂岩がない。 このことにもとづいて，本累層を 3部層にわける。

3部層は一部同時異相関係にある。

オクヨクンナイ砂磯岩層

模式地 ;雄別北東方オクヨ 3':/ナイ沢中流(今西， 1953) 

本部層は図幅地域中央にきわめて狭長な楕としてほぼ南北にわたって分布する。全

体としては機岩・砂岩からなり，阿寒層群の基底磯岩としての性格をもっ。地域的な

岩相・厚さの変化がし、ちじるしし、。

徹別川以南の地主主 オクヨグンナイ沢でもっともよく発達し，厚さ 100m以上で

ある。しかしその南北にむかつて，急に薄くなり ，徽別川・ ベンケナイ沢では厚さ 20~

30m，ベンケナイ沢と舌辛川とにはさまれる小沢(舌辛川左岸支流)ではわずかに厚さ

2mにすぎない(第四 図)。模式地附近ではシノレト岩角機 (縫Jjlj累層の?)を多量にも

つ磯岩，火山円磯岩，白色凝灰岩，白色凝灰質粗粒砂岩， 貝殻質砂岩などの乱事fIな互

層からなる。化石は豊富で，'/JZのような種類がある。
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第 18図 阿寒回1非古j.Cl泉府および蘇牛果周投下部の模式的柱状図

貝 Patin01うectenyessoensis (JAY) 多

P. (Fortψecten) talwhashii (YOKOYAMA) まれ

11今tilusedulis LINNE まれ

Chlamys swzfti (BERNARDI) 少

C. islandi
・caerythrocomata (DALL) 少

Monia macrochisma (DESHA YES) まれ

Lyropecten Sp まれ

ウ ニ Linthianitρonica YOSHIWARA 少
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節 目図 阿主主層群最下部の周序(雄別南方における例)A，Bの両地点の岩相のちがh、[主エタA'/，

オFヨタ γナイ阿部回の指主主関係をし由7と考へられる。

有孔虫 Buccella mal1sfieldi (CUSHMAN) 少

EpOl1ides orientalis ASANO 少

E. haidengeγii (D'ORBIGNY) 少

Discorbis cfr. l1itida CWILLIAMSON) まれ

Gyroidina Sp まれ
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図版 17 オク ヨクンナイ砂醗岩周の下部の際窟，Iil別北東方徹別2号燦道
Nb: 縫別泉周 Ak・ 4クヨク Yアイ砂際岩府 f:断 周

図版 18 オタヨク Yナイ砂際岩周の合化石際貿砂岩 ・化石は Pat問。μctenCFortiρecten} 
takahαshii YOKOYAMA，徹別}II下流

Cassidulina laevigaia cl'ORBIGNY 

C. yabei ASANO 

Angulogerina sp. 

Elphidium hanzawai ASANO 

多

少

まれ

少
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E(戸hidiellaarctica (PARKER et ]ONES) 少

Nonion cfr. nicobarensis CUSHMAN まれ

徹別川で は本部層は含化石機吉，粗粒砂;告からな り， 前者には Patinoρecten，

Chlamysを多量にふくんでいる。一方，雄JlljtJ、南では第19図にしめすように最下音[1

50~60cm が小~細繰岩 (磯ば全部縫別累層 ? の シル ト岩) であるほかはおもに凝灰質

砂省からなる。化石は皆無である。

飽別附近以北の地域 多少前述の地域と岩相がことなる。阿寒川以西では厚さ最

大 200m前後におよぶ。第20図に層序の 1{7~を しめ した。 すなわち，下半部では諜岩・

砂岩から，上半部では砂岩からなる。全体を通じていちぢるしく凝灰賀である。機岩

はおもにチャート・粘板岩などの中~細疎からなる。砂岩は特に下部ではきわめてか

たく ，板状である。上下を通じて貝化石が多し、。一部には Patinoμcten(Fortかecten)

iakahashii (YOKOYAMA)の化石層(厚さ数lOcm)がある。下部の板状砂岩には次の

大型二枚貝を主とする化石群がふくまれている註3)。そのほか，有孔虫化石も本部層を

通じて多量にふくまれている。なお，本部層下部に亜炭がはさまれていることがあ

る 。 阿寒川以東では本部層は厚さ 20~30m にすぎないが，阿寒川以西とほぼ同様な

岩相をもっている。

Crassostrea sp. 多

Patinopecten yessoensi・S (]AY) 少

P. (Fort争ecten)takahashii (YOKOYAMA) 少

Venericardia (Cyclocardia) crebricostata KRAUSE 多

Clinocardium sp. 多

Serrztes laperousii (DESHA YES) 多

Lucinoma acutilineata (CONRAD) 少

Siliqua alta (BRODERIP et SOWERDY) 少

Solen sp. 少

Peronidia venulosa (SCHRENCK) 多

Macoma sp. 少

Sρisula百oyi(GABD) 多

註3) 今西引.佐々2引がそれぞれ阿寒層群，忠、類層群産のものとして報告したものはこの 回準のものと考えら

;1.;:'。
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A今acuneifoグmis(BOHM) 

Thracia /wkumana (YOKOYAMA) 

=タベツ砂覧シルト岩層

模式地徹別川下流地域(今西，1953) 

多

少

本部層は模式地のほか，古海附近，飽別南東地域でよくみられるO その下限は下位

部層の砂i綾岩がおわり，はじめて厚いfJ少賀、ンルト岩または シノレト質細粒砂岩があらわ

れる所である。

本部層は 500m近い厚さをもち，上下を通じて砂質、ンノレト岩が優勢である。そのほ

か，下部には凝灰岩，凝灰貿砂岩が多くふくまれる。砂賀、ンルト岩は比較的il吹質，凝

灰質で， しばしばシルト質細粒砂岩に移化する。大きな崖では特徴のある風化状態を

しめし，風化した露頭面では，その菌にそってはげやすし、。新鮮な面では帯青情灰色

をしめすが，風化した面では貰灰色ないし青灰色をしめし，かつ黄色い粉をふいてい

ることが多L、。一見均質にみえるが，よくみると，概して不均質で，葉理面にそって

砂粒をふくんだり，よく 円廃された細磯， 炭化した縞物の微小片をふくむことが多

い。また，大きな露頭でみると， ジルト質細粒砂岩，砂質ジルト岩が大きく互層し

ていることもしばしばある。砂賀、ンルト岩には次のような貝化石・有孔虫化石[を豊富

に産する。なかでも λ今a，Clinocardiumなどは筏集して連続性のよい化石層をつく

図版 19 ユタAツ砂l!r γJレト 岩層の風化L， t" l!1~耳目iの上部の巨1 ~~m~分{土白色凝灰岩.

その惇台、は合化石砂質シルト岩.古都付近



図版 20ニ5'，，，"ツ砂質シJレト岩間の1ll1liJi.古酒付近鉄道切割j

ることがある。

貝 Turritellacfr. nipponica YOKOYAMA まれ

Acila (Truncacila) gottschei (BOHM) 多

Nuculana sp 少

Yoldia (Kalayoldia) macroschema UOZUMI 多

Portlandia (Megayoldia) thraciaeformis (STORER) まれ

Thyasira (Conchocele) bisecta CONRAD 少

Patinopecten (Fortipecte日) takahashii (YOKOY AMA)まれ

Luα~noma acutilineata CONRAD 多

Clinocardium sp. 多

Serrztes laρerousii (DESHA YES) 少

Peronidia sp. まれ

Macoma sp. まれ

11今acUl1etformis (BOHM) 1p-

有孔虫 EIPhidium yabei ASANO まれ

E. il1certum (WILUAMSON)， var. 少

E. cfr. "clavatum CUSHMAN" 少

Cassidulina calzfornica CUSHMAN 少・

53 
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B. inusitata ANDERSEN 

多

少

少

C. yabei ASANO 

Buccella frigida (CUSHMAN) 

Eρistominella pulchella HUSEZIMλ 巴tMARUHASHI 少

本部層をつくる砂質シノレト岩は，主111路炭田の海岸地域に分布する厚内層群白糠

累層(本地域では欠けている)にょくにた岩井目をもっ。しか し白糠累層のものはよ

り均質で，新鮮商では多少緑色をおび，また風化酉でしめす黄色粉の色がさらに

ζ ぃ。化石の点でも白糠累層はおもに Nuculana，Portlandiaなどの小型二枚貝

化石をもっととで区別できる。

テシ'く'l

徹男IJ川砂岩シルト岩層

模式地 .徴別川下流，新称、

本部層は今西刊の西高台層にほ Y相当するが，商高台層の模式地附近 (阿寒図

幅地内)には， エPIペツ部層が広〈分布し， r西高台層」の名前が適当でないので，

非(Iy名をあたえた。

本部層は図幅地域南部だけに分布する。模or-'¥J也のほか，古i軍北方のベシケナイ沢支

流熊ノ沢でもよくみることができる。ニタベツ部層とは漸移関係で， さかいを明確に

ひくのがむずかしいが，はじめて厚い砂岩があらわれる所をその基底とする。

厚さは 200-250mで，細粒砂岩 ・シルト岩 ・砂質シルト岩の大幅互層 (それぞれ

厚さ 5-10m)からなる。時には白色凝灰岩 ・細機岩もはさまれる。細粒砂岩は11次質，

比較的均質である。シノレト岩はI渚青灰色をしめし，少量の円磨された細線をふくむ。

砂賀、ンノレト岩は下位部層のものと同質である。中~下部の砂賀、ンノレト岩からはニタベ

ヅ部層と同様な貝化石若手を産し，また最上部の軟弱な砂浩からは多少構成のちがう次

のような貝化石群を産する。また，この層準からは Elphidiumo1'egonense CUSHMAN 

et GRANT を優勢穫とする有孔虫化石群を産する。

Tectonatica SP. t *少

PliciゲususSP. *少

Nゆ~ma~ * 少

Fus似 itonoregonensゐ REDFIELD 本 多

Acila (Truncacila) gottschei (BOHM) t * 多

Porllandia (Portlandella) japonica AD. et REEVE t 少



Patinoρecten (Fortztecten) takahashii (YOKOYAMA) 

Patinopecten kurosawaensis (YOKOYAMA) 

P. cfr. kagm河ianusYOKOY AMA 

Chlamys swzfti BERNARD 

Astarte borealis SCHUMACHER 

Lucinoma acutilineata (CONRAD) 

Clinocardium sp 

Serripes laperousii (DESHA YES) 

sρisula voyi (GABB) 

S. sachalinensis (SCHRENCK) 

Peronidia venulosa (SCHRENCK) 

Macoma tokyoensis MAKIY AMA 

M calcarea (GMELIN) 

.1¥今aCUne(ゲ0グmis(BOHM) 

M ja.ρonica ]AY 

Thracia kakumana (YOKOYAMA) 

*は熊沢の最上部砂岩産

Tは徽別川下流の最上部砂岩産

II. 4.3.2 蘇牛累 層
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*多

*少

*少

* まれ

*多

T 少

T 少

*多

T 少

T 多

T 少

*少

T本 多

十 まれ

t *多

T 少

J模式地 .阿寒川・ 微別川合流点北方約 1kmの蘇牛発電所附近(阿裟川右岸)，

(今西，1953) 

本累庖は今西の蘇牛層7lにほ L相当する。

蘇牛累層は阿寒層群の上半部をしめ，下位部層の上に整合関係で横たわる。分布地

域の大部分は第四系でおおわれており，校式地のほかは徹男ij川最下流，古沼地方の熊

ノ沢最上流附近でみられるにすぎなL、。下位層の砂岩がおわって厚い凝灰岩がはじま

る所をその基底とする。

露出不良のため，全層序は完全にはわからないが，層厚 500m以上に達し，全体を

通じて，火山起源の堆積物が非常に多い。すなわち， 凝灰角機岩，火山磯凝灰岩，火

山円磯岩， 浮石賀凝灰岩，砂層などの乱雑な互層からなる。火山砕屑岩はし、ずれも輝
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阿寒層群

シ
ル
ト

岩
層

徹
別
川
砂
山
一泊

シ
ル
ト

岩
層

=
タ
ベ
ツ
砂
質

砂
崩
町
岩
層

オ
ク
ヨ
ク
ン
ナ
イ

巻貝

Turritella sp ・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・ ..・ • ...・・...• ・...•. .•• • •. . •• ....r 

Tectonatica sp.・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ..•• .. • • •• •. •• •• ..c a 

Fusitriton oregonensis (REDFIELD) ・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・ .••.• • .... • •.. .a 

Pl(cザusussp.・........................................................a 

二枚貝

Acila (Truncacila) gottschei (BOHM)・・・............................a a 
Yoldia (Kalayoldia) macroschema UOZUMI ...... .. . ..... ... .•. . .. ..a 

Portlandia (Portlandella) jaρonica AD et REEVE. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . r 
P. (P. )tokunagai・"(YOKOYAMA)vaγhayasakaiU OZUMI. . C 
P. (P.) kakimii UOZUMI................................r 

P. (Megayoldia) thraciaeformis (STORER) ・・・ • .... • •• • ..•.• .•.• •• ..r 

Myti・lusedulis LINN孟・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・rcg
Crenella? sp. ..... ... .. .... ...... .. ......... .. ......r 
Pallio問問 (Delectoρecten)ρeckhal仰 (GABB)........ (r) 
Chlamys cfr. kaneharai YOKOYAMA.................r 

C. islandica erythrocomata (DALL)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・CC(1
c. swzfti (BERNARDI) ・・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・Ccq r 

Miyagi砂ectensp. . . . . . . . . . . . . .. . . . . .. . . . . . . . . . . . . .. . .a 

Lyroρecten sp. ・・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・.. . • • • • 'rC{} 
Patinoρecten yessoensis (JAY)........ー.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . acg，ss 

P. kagal四ianus(YOKOYAMA) ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・ • . .• ••• ..• •.• .. •• .c 

P. kurosa却aensis(YOKOYAMA) ・・・・・・ ・・・・・・・............................c 

P. (Fortipecten) takahashii (YOKOY AMA)・.• ..• •• •... • • •..•. 'acg，ss r a 

Monia macrochisma (DESHAYES)・・・ ・...../. •• • ..•.• •• •..•.• • .rcg 
“Ostrea" sp. ......................................a a 
Crassostrea sp. ・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・ • . . 'Css 

Astarte borealis SCHUMACHER . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・.............a 
Venericardia (Cyclocardia) crebricostata KRAUSE . . . . . . • . . . . . . a" 
Thyasira (Conchocele) bisecla CONRAD..................r c 

Lucinoma acutilineata CONRAD .. .. .... .. ...... ...... .. .. .. . .c" a c 
Clinocardium sp. .. . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . .. . . . . . . . . . . .. . . . . . . . .Css a c 

Serrztes lajうerousii(DESHA Y日)・・・.• . . • • . . • . • • • • • . • • . . • • • . . . ass c a 

Dosinia (Kaneharaia) kal1eharai YOKOYAMA-...........r 
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産出層

厚内層群|阿寒層群

布 横知 コオ 布社

¥¥  
伏
山茶 ク砂3'Iレ別 ト
波布 ヨ!潔ベト川岩

内 質凝 ク岩ツ岩砂層

累
頁灰 シ層砂層 岩
岩岩 ナ 質 γ 種名

層 層層 イ シ lレ

Sρisula voyi (GABB)・・ ・••• • •.••••••• • • • . • . • •• ......・・・ ・・ ・・・・a同 c 

S. sachalinensis (SCI-IRENCK)・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ..••• . ••.. •.• • .. •••• •• • . •• .a 

Peronidia世6何ulosa(SC!-!RENCK).............................. ass c 

Macoma to/，yoensis MAKIY AMA . . . . • . . . . . • . . . . . . . . . . . . • . . . . . . . . . . .・....c 
M calcarea (GMELIN)・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・ . • . .a 
Siligua a /ta . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・ .• • . • • • • • . • • • 'Css 
Mya cunezformis (BOHM).......・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・ass a 
M jaρonica ]AY .......................................................a 
Thracia kakul刊anaYOKOYAMA .. .. .. .. .... .. .... .. .... .. .. . .Css C 

a... .豊富，c....普通~少量，r....稀

オクヨク yナイ砂際岩層の所で cg，SSはそれぞれ際岩相，砂岩ヰ目に特徴的に

産するもの

徹別川砂岩 シJレト岩層の化石は閃層最上音1¥砂岩産のもの，同層中下部の砂質

シJレト岩からは ニタペツ砂岩γJレト岩層 と同様な化石を産する

石安山岩，玄武岩起源と思われる。 凝灰岩は多少砂質であり，砂、定まは粗~細粒で，各

粒は安山岩の微小片からなる。一般に斜交薬理がいちじるしく発達している。l際結度

はよくなし、。本累層からは化石は未発見であり，はっきりとはわからないが， 岩中目の

特徴から大半は非海戎と恩われる。

II. 4.4 新第三系の対比

新第三系のうち，特に布伏内累層と厚内層者ーとには化石が少なく，これらを古生物

学的に他地被と対比することはむずかしい。以下岩柑の累重関係に古生物学的資料を

加え，現在の資料で他地域との間にどのような対比ができるかを検討しよう。第4表

に新第三系産の主要貝化石をまとめてしめした。

釧路炭田内他地域との対比 阿寒図隔地域南部註4)白糠図幅地域叩では新第三系は

厚内層群であり，これは厚内 ・白糠両累層にわけられる。前者は最下部にごくわずか

設4) 佐藤iA・水野篤行・角m夫 5万介のl地質図幅「阿*Jおよび同[&1!Jli!l(北海道開発庁)(未公干1])。阿
O!'-'図昭北部地域て・{主制i別附近の悶序b'大体適用される。



第 5表新第三系対比表

鮮 |竺tl~J r.Ufi 1111 ¥ 1111 
北見~網走地域
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の硬質頁岩層をともなうほかは知茶布累層と同様な岩相をもち，ここでは殿来累層相

当j曹の発達が非常にわるし、。白糠累層は厚内累層の上に整合的に重なり，育ij述のよう

な特徴ある砂賀ジノレト岩からなる。音別図幌地域36)にもやはり厚内層群が分布するが

ここでは同!習若手は直5Jlj・厚内 ・白糠3累層にわけられている。直別累周l土硬質頁岩を

主とするもので，おそらく殿来累屈に対比されうるものである。常室図幅地域26)では

厚内層若手相当隠は幾千it~層群とよばれ， 直別 ・幾千世 ・十弗3累層にわけられる。こ

れらはそれぞれ直別 ・厚内 ・白糠3累層に対比される。さらに，この上位には東台層

群が斜交不整合関係で横たわり，これは貝化石の上から阿寒層群に対比できる。

以上諸地域を通じて，岩相，化石の上から阿寒層若手一東合層群の対比， 殿来累層一

直別累層あるいは厚内累層最下部の対比はまずうたがいなし、。 知茶布累層はほぼ厚内

累層に対比される。雄別 阿寒 白糠地域では阿寒層若手 ・白糠累層が直接する所がな

く，また岩柱lも比較的ょくにているので， 両者の関係については多少問題があるが，

両者はそれぞれ固有の岩相をしめし，また常室地域では相当層が斜交不整合関係にあ

るので，この地主主でもやはり両者は上下関係にある と推定される。そして雄別図幅地

域では白糠累層担当層が印刷lのため欠けているものと考えられる。

一方，上茶路図隔地域註o)ではいわゆる上茶路向斜取hの所に縫別累層の上に不整合

で重なる，上茶路累層とよばれるものがある。これは同図幅地域南東部に分布する厚

内層群とは直接しないために関係不明であるが，それとは岩相が全くこ となり，大

部分シルト岩からなり Cyclamminaspp.， Turritella s.hataii NOMURA， Yoldia 

sagittaria YOKOYAMA， Portlandia tol，unogai (YOKOYAMA) var. hayasakai Uo-
2UM!， Vene円icardiaobeshinaiensis OTUKAなどの化石をふくみ，むLろ，雄別図隔

地域の布伏内累層によくにている。おそらく，両累層は互に対比できるものであろ

う。

おiI路炭田タト他地域との対比 命11路炭田西側の地域20)21) Vこは本別町を中心として新第

三系が広く分布する。これは)IU::・十勝両層群にわけられる。 )11上層若手は厚さ 2，Uu()

m に近い厚層であり，それぞれの岩相も雄別図幅地域の厚内層群とはかなりことな

る。 しかし，その全体の層序は比較的ょくにている。すなわち，大きくみれば，横山

硬質頁岩層および直別居は本別沢・ 仁生両層(硬質頁岩を主とする)に，知茶布累層は

君主5) 長浜春夫 ・佐藤茂 ・吉田向方分の 1地質図杭 「上茶路」および同君主明活(北海道開発庁)(来企刊)
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貴老路層(j尼岩を主とする)に大体対比して差支えないであろう。十勝層群は本別j彊・

足寄層 ・池田層に3分される。阿寒層群はこれと全く岩相が異なるが，貝化石群はき

わめてよくにており，大体，古海累層→本別層(砂磯宕を主とする)，蘇牛累!畜→足宥

層(火砕岩類を主主する)という対比ができる。雄別図服地域には池田層相当層はふく

まれていない註6)。

北見一網走地域の第三系の屑序は下から常呂層(車止内層)・網走層 ・能取層 ・呼入

居とされている 31)。雄別図隔地被の新第三系とはかなり岩相がことなるが，岩中目上，

横山硬質頁岩層の主部は硬質頁岩を主とする能取)雷に，また知茶布累層は珪藻質泥岩

を主とする呼入居にそれぞれほぼ対比できょう。また，横山硬質頁岩層の下部は，厚

さはかなりことなるが， 火砕場類を主とする網走層に対比できる可能性がある。さら

に布伏内累層は層序的にみて砂岩 ・シルト岩からなる常呂層に対比できる。 しかし同

地域の対比は今後古生物学的に十分な比較検討がのぞまれる。これに関連して，いわ

ゆる知来層3)の層準は興味のある問題である。同層と上記諸;奮との関係は明らかでな

L 、が，Glycymeris cfr. idensis KANNO， Patinoρecten aff. kobiyamai KAMADA， 

C問 nellatomiyaensis HATAI et NISIYAMA， Miyagiρecten sarome允sisHASIMOTO 

et KANNOなどを産する。これらのうち，Miyagψectenは殿来累層最下部のものに

酷似し，また Glycymerisは直別累層に産する。 したがって，厚内層群下部と知来)震

との対比がおそらく可能である。 なお，MiyagiPecten属が東北日本においてはその

産出が馬淵川階(上部中新統)にかぎられている!)こと，また厚内層群中部にふくまれ

る Dosiniakaneharai (YOKOYAMA)もその層準に多産することは道東地域と内地の

新第三系の対比を考察する上に1つの資料となるものである。

北海道中央部地域との対比は阿寒層群をのぞいては岩相・化石群の大きなちがいの

ために非常にむずかしい。滝川図l隔地域の深川層群13)は下部に Patinoρecten(Forti. 

μcten) takahashii (YOKOYAMA)をはじめ古潔累層産の貝 ・有孔虫化石と同様なも

のを産し，また上部が火山仲屑岩にとむので，おそらく阿寒層群全体との対比ができ

ょう。厚内層群は岩質 ・化石の上からいわゆる稚内層若手叩に対比できる。 布伏内累層

の位置についてはかなり 問題があるが，Portlandia tokunagai・(YOKOYAMA) var. 

hayasakai UOZUMIが道内でいわゆる掩ノ上層準に多いといわれ，また同累層にほぼ

註3) 今西7'はナカセツデH図餌内で.r本別府群」の最上部として.ill!民間をふくむ「シーセヅテリ周」をみと
IDてνる。あるヤは.これが池田胞に相当するものかもしれなV。
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対比 できる上茶路累層からは Portlandz"aのほか Venericardiaabeshinaiensis 

OTUKA (天北炭田の鬼志別層産，常量生炭閏の湯長谷層若手産の V.orbicaとほとんど

区別できない)，Yoldia sagittaria YOKOYAMAなど新第三系の比較的下部に産する

貝化石が産すること，および同累層と厚内層群との層序関係からみて，一応，同累層

をいわゆる川端層群叩の一部に対比しておく。

II 第四系

雄別図幅地域の第四系はおもに図幅地域東半部に広く分布する。第三系がし、ちじる

しく摺曲 ・， 断層運動をうけているのに対して，第四系はゆるく波曲する(到11路層)か

またはほぼ水平に右翼たわる (古期段丘堆積層以上)。第6表は第四系の層序と地質年代

および他地域の諸層との関係をまとめてしめしたものである。

第6表 第四系の関係をしめす

世| 第温
|四 |

後|議ljAIタペツ氷 |上位堆石層| 寒
I 1;ヶロ ートツ|幕別居 |暖ヘノ問氷期 | 

第氷.~ _ 'I'~ ~ I .~ I -r- f...J.，.~--r--r55! I 
三期| ポロジリ氷期 |下位堆石麿| 寒

i洪
積
世
前
期

沖積世

後

氷

期洪

積

温 |現河床堆積物T

一一一1((阿 寒火山群¥¥ 
1 ( い 11 火山灰層

暖 |以後カルデラ噴出物 1/
(図隔地域東部)，沖積段丘堆積層T

温 | 新期段丘堆積層←段丘面(現河
i 床との比高 20-80m)の形成

上札内層 ト一一|
1((カルデラ形成》

寒 |“先カルデラ噴出物"阿寒火山古期
噴出物(熔岩，熔結凝灰岩など)

北海道におけ取 !北海道にお*1古気*1
る氷期区分 |・ける標準膚|候 | 

トッタベツ氷
期 II

雄別図幅地域内の第四系

↑? 
古期段丘堆積層 (砂傑)

←段丘面(高さ 230
-300m)の形成

←ゆ るい波曲構造の形成

釧路 層群

(砂l深.火山灰，浮石など)

来 E蒔正雄による。(( ))は図低地域外のものをし出す。Tは地質図では「沖結問」としてt-It>U::。
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II. 5.1 ~)I\ l裕層若手

模式地 :!DII路市春採北方臨港鉄道切通し (佐々 ，1939) 

今西7lは本層群を下位から幌呂層 ・オジネピラ腐 ・クチヨロ腐に 3分 したが，

本図隔地域内では露出がきわめて悪 し 分層がむずかしいのでー括した。なお，

本層群の岩相は大楽毛 ・釧路両図幅地域内で比較的よく観察できる。

本層群は阿寒川以東の地域に広く分布するが，一部は阿寒川西岸の河崖にも露出す

る。図隔地主主内では厚さ 100m以上に達する。全層を通じて，未凝固の火山砕屑物に

とみ，火山灰，軽石，各種の粒度の砂，中~純i凝， 時には粘土などの不規則な互層か

らなる。下部には砂が比較的多い，砂毒殺は多くの場合軽石i質である。火山物質の大部

分は安山岩質と思われる。全体と して岩相の7l:平的変化がはげしく，一般に斜交薬理

がよく発達している。走向・ 傾斜は場所によりかなりことなるが，全体と してはゆる

く波曲しながら南東方に傾いているようである。 化石は未発見であるが，岩本目上，大

仁コ 上叫
匡ヨ 中制引'1路層
凹田下gsJ
-焔結凝灰岩

瞳軍基慾

lOKm 
」ー』一一『ーーーーーー『ーーーー一一J

第 21図釧路層群の分布 (文献 4による)
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部分は非海成と考えられる。

最近，農林省が図幅地域東方の釧路層群について調査をおとなった。その結果"

によると，命I1路層群全体は第21図にしめすように非常にゆるい向斜構造を とる。

上・中・下3部にわけられているが，本図幅地域内のものは岩相と位置関係から

みて，おそらく下部に相当すると考えられる。

釧路層群の年代は，$111路市附近産の海援貝化石や段丘面との関係などから一般に洪

積世古期と考えられている。

II. 5.2 古期段丘堆積層

本暦は分布がいちじるしくせまいので地質図上では省略した。

本層は 230m(南部)ないし 300m(北部)の高さのいちじるしく開抗された段丘箇の

上に横たわる磯署である。おもに阿寒川・舌辛川にはさまれる山頂部にほぼ水平的に

分布する。阿寒川東側にもその高さの段丘面が広く発達するのでそこにも 同様に分布

すると思われるが，露頭が悪いために末降認である。厚さは 5~8m と推定され，安

山岩を主とする砂毒殺からなる。機の大きさは最大拳大でゐる。斜交薬理の発達が比較

的いちじるしい。

II. 5.3 阿寒火山古期噴出物

阿寒火山群は阿寒湖図幅地域内にある。その地質については勝井10)11lのくわし

い研究がある。同氏によれば，阿寒火山群の噴出物は先カルデラ噴出物と後カル

デラ噴出物とにわけ られる。先カ Jレデラ噴出物は雌阿寒火山 ・雄阿寒火山の周辺

に広〈分布し， 両輝石安山岩，玄武岩など，および熔結凝灰岩からなる。また，

後カ 1レデラ噴出物はカ lレデラ内の諸火山をつ〈るものである。

阿寒火山古矧噴出物はいわゆる先カルデラ噴出物てある。熔岩・凝灰角磯岩・スコ

リヤと熔結凝灰岩からなり，前 3者は図隔地域北部に分布する。 一方，後l者は前述

の古期段丘堆積層の上に不整合的に横たわって，おもに飽別以南で，阿寒川|・舌半川

の聞の山頂部に分布する。熔岩は両輝石含有撤撹石安山岩 (Vc)・両輝石安山岩 (Vd)

からなり，熔結凝灰岩は両輝石安山岩(V?)からなる。

また，図幅地域の北部，飽別北方阿寒川支流右3号沢，飽別川支流左9号沢などで

は厚さ数 m の岩床がいくつか第三系をつらぬいている。 これらは普通輝石蹴車石玄
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J中

積

世

第 7表 阿寒火山群(勝井義雄による)

1lFHJ富富士 (S，Vc) 
ポジマチネ y ~ (S， Vd) 

~ 西山 (S，Vc→Vd) ・ 北 IJ~ (S・D，Vc) 

支 |中マチネシロ (Sの上に D，Vd) 
山|剣ケ峯 (S，Vc.VcI)・コプ山 D，Vd) 

l南岳 (S，VcI)・1，042m 山 (D，Vd)・東岳 (S，Vd) 

雄阿寒火山 (S，頂上に D，Vd→c・VcI・IcI)

フフプシ火山 (S，IVc・IIc・Vd→c)

フレペツ火山 (3ケの S，VcI) 

一一一刀 Jレデラ形成一一ー

洪 阿 (l|箆石流堆積物 (V)

積受 〈外輪山 (木禽岳ほか)

世山 |
(S， IIIc・IVc・c・VcI・Ve)

(Sは成層火山， Dは熔岩円頂丘，岩石名は久野， 1955の分類による)

C6 
.・
. .・匂i

旬 、:'.~

粗利回力JLデラ

太=手薄

t一一一一一一-2.'岡

1 木禽岳 2. ll/阿暫I'!i 3 フyプシ畠 4.7レペツ畠
5 必ij!õ下型~!Õ 力Jlデラ 7 先刀Jlデラ噛止拘(月潟 8 先力J~
デラ喰辻期α容結線灰岩〉

第 22図阿"'''火山群の位置とPJ'tH'，物の分布
(勝井義雄による)
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武岩(IVc)で，おそらく阿寒火山群の活動に関係あるものであろう。

以上の噴出物の地質年代は大雪 ・ ルベシベ ・ 支m~付近のものと同様，洪積世末トツ

タベツ氷期 II(後氷期)と考えられているg引)16)川1口7円}

ザ

II. 5.4 新期段丘堆積層

本}震は阿寒)11沿岸のi氏地帯および阿寒川東方の各河川沿岸にかなり広く発達する。

段丘は数段にわけられ，そのおのおのに砂 ・磯 ・粘土などが数 m の厚さで堆積して

いる。またこれらを通じて灰白色の火山灰が多くi見入している。

11. 5.5 沖 積層

沖積層は阿寒川沿岸および地域東半の誠司)11沿岸の現河床堆積物と，現河床との高

度差数 m の河岸段丘堆ß~物および図幅地域東主幹部を広くおおう火山灰層の 3 者から

なる。前2者は磯 ・砂 ・粘土からなり，地質図上では 「沖積層」として 1括してしめし

た。火山灰層は安山岩質のものと思われ， 風化して寅褐色をしめす。

II. 6 地質構造

自重系 ・第三系の地質機造は第三紀末の摺曲・断層運動によってできあがった。第

四系はきわめてよわい波曲運動をうけているにすぎなL、。

自霊系 ・第三系の構造は ヒ茶路図幅地域からのびて くる雄別背斜帯とその東側にと

もなう飽別 ・知茶布雨宿曲待，およびこれらと斜交する断層群によって規定されてい

る。第四系の構造についてはさきにのべたように，釧路層群は NE.SW方向の萌hでゆ

るく波曲し，大きな肉斜構造をつくるが(第21図)，その上位諮層はほとんど水平的に

横たわる。本項では，以下白翠系 ・第三系の構造をのベる。

11. 6.1 7，習曲

図幅地域西半部は構造の上から大きくわけると，雄別背斜帯 ・知茶布・ 飽別両摺曲

帯の 3地区となる。

雄別背斜帯 ほぼ南北方向にのび，北方にしずむ，ゆるいド{ムである。南部では

単一の 背斜であるが，中~北部ではいくつかの小背斜 ・小向斜の組合せとなってい



66 

巨口阿木麿酔

巳己碍内層 a

Eコ 間内相
仁コ(聞記号j吉満三系白委長

地爽tの上記訪唱のと 0い

一一 断層強亨"活老川Om'"位、』

4実弐的走同町政マヂ11池曹の1
L代f守的傾斜 j 

~~ー問客層。

ー-'-''""T'" 11軍内層a

一守ーーザー 命伏内察署

~ーー 古車三来日空系

.4 k.Mo:. 

第 23図 第三系および白歪系の構造図 (第四系は全部省時lT")

る。この背斜帯は白霊系と古第三系とからつくられている。

知茶布摺曲帯 雄別背斜帯の南東方にあり，阿寒図幅地敏北部へのびる。並走する

布伏内向斜・古i翠背斜とそのほか舌半川断層のすぐ東側に小規模の小背斜 ・小向斜が

ある。 布伏内向斜 ・古i!l!f.背斜はいずれも N30~450E 方向で北東方に沈む南hをもっ。

舌辛川断層に近い所では地層の傾斜が概して強い。一部では直立する所や逆転する所

" 
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もある。おもに新第三系からなる。

飽男IJ摺曲帯 雄別背斜帯の北東方に位置し，おもに新第三系からなる。 この地域で

は形成時刻がことなる摺尚南hがかさなるために複雑である。布伏内累層 ・厚内層群は

1向斜 ・1背斜からなるように考えられ，これらがそれぞれ阿寒川向斜 ・阿寒川背斜

である。両者はほぼ南北に並走し，それぞれの両翼の傾斜は 20-300である。一方阿

寒層若手は飽別向斜 ・サイヤナイ背斜 ・東飽別会:状向斜からなる。飽別向斜は阿寒川向

斜と多少位置をずらせでほぼ平行にはしるが，サイヤナイ背斜は阿寒川背斜の東方で

ほぼ N600Eの方向で後者とほぼ直交してはしっている。東飽別盆:状向斜は北部では

サイヤナイ背斜の南東方にあり，やはり同背斜とほぼ直交し，南部ではそれとほぼ平

行している。これは大きく東方に闘し、たゆるい盈状向斜である。

11. 6.2 断層

断層は大部分以上の摺曲取hと斜交している。大別すると，③N30-450E:， ⑮ N45-

700E， (C) NW-SEの3群となる。雄別背斜椅の地域には概して断層が多L、。

A群の断層 雄別図幅地域にもっとも多い。落ちの方向は断層によってことなり，

また落差も数 10mから最大 800mにおよぶ。しかし，この群の最大の特徴は連続

性がよいこと，ならびに レンズ状の断層特集帯または援乱帯を部分的にともなうこと

である。また，概して，断層の両側の地層は局部的な乱れをみせる。 この系統の断層

は釧路炭回全体を通じてもっとも多いものである。

舌半)11・北陽両新層はこのうちもっとも大きい。舌辛川断層は徽別川中~下流附近

から雄別をとおり，南西方にのびる。その延長は上茶路図幅地域内におよび，全長

30kmに達する長大なものである。東落ちで，徹別川附近では落差 20m内外にすぎ

ないが，シュンクシタカ ラ川では 500mに達する。垂直または東に急傾斜し，破砕帯

をともなう。雄自IJ断層帯はこの破砕帯の大規模なものである。数本のいずれも東落ち

の新層があり，特にこれらの間および東側の地層は急傾斜をしめし，時には逆転して

いる。舌半川断層は鮮新統阿寒層群をきっている。北陽断層は雄別背斜帯北部をほぼ

N450Eの方向ではしり，東落ちである。南西端はウ コタキヌプリ 山図幅地域にあり，

全長 20km前後に達する。舌半川上流および、ンユンクシタカラ川左 16号沢附近にレ

シズ状の援百L帯をともなう。この断層は第三系をきっているが，飽別川中流地域での
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阿理聖火山古期噴出物

縫別粟密告

1骨l

L層
系路票管|群

浦幌層群

m 24図飽別川中流地域におけろ北防断用付近の
回序関係をNW-SE断面で模式的にしむす。

落差をみると，古第三系内の落差は800m iこ近いが，新第三系内ではわずかに 100m

にすぎなし、。 しかもこの変化は急激である。このことと同系間の斜交不整合関係を考

えあわせると，新第三系布伏内累層積成前にすでにかなりの落差の断層が生じてい

て， それが鮮新統摺曲後に再び同じ方向に活動したと解釈されるのである。そのほ

か，A群の断層としては，徹別川断層 (西落ち)，鑓i尺断層(東落ち)，長崎i尺断層(西

落ち)，苔樋沢断層(西落ち)などがある。

B若手の断層 ・飽JiIJ断層・オクヨクンナイ断層がB群のなかで顕著なものである。両

断層とも地質図上からわかるようにそれらをさかし、として阿寒層群が接する下位の層

がことなるという特徴がある。そして阿寒層群が両断層の問に落ちこんでいる形とな

っている。このことは阿寒層群積成前に現在の地域北部の阿寒川附近から南方，雄別

附近にはしる線を刺!として，いちじるしい西昇東降の傾動運動があり，削剥の後に阿

寒層群が追覆(オーパーラップ)して積成した後，断層が生じたためにおこったことと

考えられる。この傾動運動は飽別北方地域で西部では阿寒層群が厚内層群を欠いて直

接布伏内累層または縫別累層に接していることからも推定される。ただし，オク ヨグ

ンナイ断層両側の地雷の関係については，傾動 ・削剥作用だけでは説明しきれず，阿

寒層群積成前にオクヨクンナイ断層の位置に南港ちの断層が生じ，北側の厚内層若手 ・

経別累層の一部が削刻され，その後， fil1衆層群の積氏，北落ち断層の形成とL、う過程

をへたために現在の)践をとったものと解釈される O
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そのほか 股川断層，大石沢断層，霊来i尺断層もこの群に属する。

C群の断層 シカリベツ断層・ベルツナイ断層をはじめいくつかのものがあるが，

いずれも落差が小さく，また延長も小さL、。

そのほかの断層としては，阿寒川 1号断層 (飽別稽曲帯地域，南北方向，東落ち)，

シュンクシタカラ川1号断層 (雄別背斜帝南西部地域，東西方向，南落ち)， 同2号断

層(同地域，同方向，北落ち)などがある。

11. 6.3 構造運動の時期および地史

雄別図隔地域における地史は，長期間にわたる広被の昇降運動，比較的短期間の徳

山・断層運動の何回かのくりかえし，雄別背斜帯の漸次的形成の歴史である。

昇降運動は各時期を通じてほとんど図幅地域全域にわたって，安定性のある諸!震を

形成した。古第三紀では，漸新世古JlJlにこの地域が淡水域の積成象地となって以来，

徐々に，→浅海域→淡水域という変化をしめし，その前 ・後期に多量の炭層生成があ

った。ひきつづき，漸新世新期はじめにはかなり急激にやや深い海水域に変化し註7)，.

漸新世を通じてその状態をたもったが，その後半期には安山岩質の海底火山活動があ

った。浦幌層群のいくつかの部層が雄別背斜帯の東西両翼でその岩相 ・層序を異にし

ている事実がある。これは同層群積成時に， 雄別背斜帯~llh l認の 地械をさかいとして，

あまりいちぢるしくなく，かっ断続的に，別々の積成運動がおこなわれたことをしめ

す。新第三紀では，積成金地は何回か更新されたが，どの場合でも本地域はほぼ完全

に海水域となっていた。そしてその各時期ごとに図隔地被内はどこでもほぼ同様な積

成条件にあり，比較的均一な積成相をつくったものと考えられる。また，これらは多

くの場合に海底火山活動をともなっていたことも特徴の一つである。

以上の昇降 ・積成運動は本図幅地域だけでなく ，鎖|路炭田を通じて， また特に新

第三犯では道東他地域とも大きな単位では共通性をもっておこなわれた と考えら

れる。 しかし，一方，新第三紀には，この地域内でも多少の，岩本自の 7J<平自力変化

があること，また釧路渋:回全域を通じても， 地区どとに岩相 ・層序を多少異にし

ているととから，運動の地域的均一性の規模が古第三紀にくらべかなり小さくな

っていたように恩われる。

?習曲 ・断層運動は古第三紀末 ~新第三紀初期以後にいちぢるしくなったものであ

註7) その間の漸移古Hが尺別累日最上部の汽水制てザしゅされて十ろ。
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る。布伏内累層積氏前には一部で北陽断層によってしめされているような地層の変

形 ・断層が生じた。布伏内累層積成後 ・厚内層若手積成前には，特に図幅地域南半部で

その北部が相対的にいちじるしく上昇するような傾動運動がおこなわれた。その後に

厚内層群の積成盆地が形成されたのであるが，その盆地のひろがりはあまり明らかで

ない。しかし，その基底部の岩村!状態，炭回全撲を通じての岩相 ・層序の局地的な均

一性などからしいて推定すれば，雄別背斜帯の一部は当時すでに後背地として陸化し

ていたのではないかと考えている。厚内層群積成後には，現在の雄別背斜帯地域がそ

の東方地域に対して相対的に上昇するようないちぢるしい傾動運動があった。この時

に一部では断層が生じたと思われる。また飽別f習曲帯地域では同時に南北方向の小稽

EltJfIIf.造が形成された。阿寒層若手のま主地はその後の削剥作用の後にできたものである。

その岩相 ・化石若手などから推定すると，当時の汀線は，現在の基底部の露出地からそ

れほど西方にははいりこんでいなかったと思われる。すなわち，雄別背斜帯地域の大

部分が後背地として陸化していたものと考えられるのである。蘇牛累層はおそらく盆

地の縮小の過程で積成したものであり，汀線はさらに東方に移動していたであろう。

阿寒層群積成後にはげしい摺曲，断層があり，現在みられる新第三系以下の構造ー(断

層 ・摺曲帯の配置)はこの運動によってほど完成されたものである。

釧路層群はその後に，第三系 ・白霊系を後背地として， 図幅地域東半部をおおって

積成したものである。その後はきわめてゆるい波曲運動があったにすぎなし、。 しかし

この設地のひろがりは雄別背斜帯およびそれにともなう諸棋遁の形成，その地域の陸

化現象に制約されているものであり，その意味では，特に厚内層群積成後にいちぢる

しくなった雄別背斜帯形成を中心とする構造発達史の一環として理解されなければな

らなし、。

以上のぺたように，本地域の第三系 ・白星語系の地質構造は阿寒層群積成後にほぼ完

成した形をとった。 しかし，摺曲 ・断層運動は古第三系積成後から断続的にはじま

り，現在みられる構造はそれらの総和としてつくられたものである。 それらのなかで

も厚内層群積成後の運動が雄別背斜帯の現在に近い形をつくったという点でもっとも

いちぢる しかったものと思われる。また，i:!1第三系のなかで浦幌層若手内の雄別背斜帯

東西両翼での岩相 ・ 層序のちがし、は， 当時における同背斜帯~4h部地域の 何らかの運動

の結果と して生じたものではないだろうか。
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III 燃料 地下 資源註8)

III. 1 概説

本図憾地域商半部は銀1¥路炭田雄別地区24)の北東部にあたり，各層f立の含炭層が広く

露出している。一方，地域東半部は第四系の露出地域であり，含炭層の地下における

状況は現在では一切不明である。炭層は浦幌層若干ー徹別累層の各爽炭層，尺別累層に多

数ふくまれるほか，阿寒層君平方海累層基底部にもまれにふくまれている。 しかし現在

稼行されているものはこれらのうちのごく少数にすぎなし、。

春採爽炭層の炭層は釧路炭田南東部では数枚から時に 10枚近くに達し，なかでも春

採本層とよばれるものはきわめて良質のものである。 しかし，本図幅地域では，同爽

炭層にはきわめて劣質な 1 枚の炭層(厚さ 30~40cm) がふくまれるだけである。

然別爽炭層には10枚近くの炭層がふくまれるが， その主要炭層は，下から下四番

層 ・下三番層 ・下二番層 ・下一番層とよばれている。これらのうち， 下一番j習が山丈

120cm，炭丈 90cmの厚さをもち，小規撲に稼行されているだけである。

雄別爽炭層の炭層は，炭回全域を通じて， 本図幅地主主でもっともよく発達してい

る。おもなものが，下から，雄別本層 ・上一番層 ・上二番層 ・上三番層とよばれてい

る。これらのうち，雄別本層が炭量 ・炭質の上から本図幅地域でのもっとも重要な炭

層となっており，雄別鉱業所で大規模に稼行されている。これは全山丈は，厚い所で

は6mに達し，ふつう上 ・下両層にわけられている。しかし，これは雄別背斜帯西部

では貧化している。他の炭層は本閣にくらべればより劣質で，その一部が稼行されて

いるにすぎなし、。

双雲爽炭層の炭層は炭田南西部地域では厚く発達し，尺別・ 浦幌地域，ではそれぞれ

十二尺層 ・オサッフ。層とよばれて稼行されているが，本図幅地域ではあまりよく発達

していない。地域内でも雄別背斜帯西部では特に食化している。同背斜帯東部では炭

j奮はふつう 3枚前後ふくまれているが，厚さ数 lOcmで稼行の対象となっていない。

尺別累層は上下を通じてきわめて多数の炭層をはさむ。本累層の石炭も概して炭田

註8) 本図慨地域の「応用地質」としては燃料地下資源のほかみるべきものがなヤ。ま七その資源は石炭だけで

ある。
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南西部では発達がよいが，本地域では炭質，厚さの不安定なことのために，最下部の一

番層と上部にふくまれる数枚の炭層とが一部で小規模に稼行されているにすぎない。

阿寒層群最下部にも図幅地域北部でまれに炭層をともなうが，薄くかっ不安定で稼

行できない。

次に浦幌j雷若手の爽炭層をその分布 ・椛造 ・稼行の上からみれば次のようになる。

さきにのべたように，古第三系の分布は雄別背斜帯の刺iと斜交する NE-SW方向の

断層群に支配され，そのうちでも北陽断層と舌半川断層とはその分布にいちじるしい

)T~主主1をあたえている。

両断層にはさまれる地域の中央部には各主要決炭層が広〈露出し，それらが西・北・

東方にゆるく沈むようなドーム構造をしめす。 この!it披では，雄別背斜帯の東~北東

翼の雄別本j雷が雄別鉱業所によって大規模に稼行されているほか，雄別北方では尺別

累層最下部の炭層が大曲炭砿で稼行されている。また，雄別南西方では雄別本j言が然

別炭砿によって小規模に稼行されている。この地域では炭量もきわめて多いが，個々

の炭層についてみると，炭質 ・厚さ ・安定性などの諸点から未開発のままになってい

るものが多い。特に，雄別背斜帯西部では交通の不使が加わって全く開発されていな

し、。

北陽断層以西の地域では，北陽断層によって尺別累層が浮上って地表に露出し，そ

のままゆるく北西方に沈む構造をしめす。かつて，図幅地域外 500m西方で北陽炭砿

が尺別累層の一番層を稼行していたが，現在では廃砿となっている。 この地域の尺別

累層は炭層が厚く，きわめてゆるい単斜構造をしめすので採炭しやすいが，交通のき

わめて不便なことが最大の難点と思われる。

舌半川断層以東の地域は，断層によって地層が沈み，地表に露出するものは尺別累

層以 ヒである。茨在，栄 .i:':ii車両炭砿が尺別累層上部の炭層を小規f誌に稼行している

だけである。この地域は概して地層の傾斜が強いので，すぐ東方に深く沈み，また炭

層もよくないので将来も大規模な開発はのぞむことができなし、。

III.2 炭砿 各説

数炭砿が現在操業中であるが，雄別鉱業所以外はL、ずれも小規設である。



73 

III. 2.1 雄別鉱業所

雄別鉱業所は雄別炭砿欽ー道株式会社に属する。阿寒町のほぼ中央官11，すなわち図幅

地域中央からやや南西寄り，舌辛川の沿岸にある，国鉄鎖11路駅から北西約 44kmの

地点で，釧|路 ・雄別間を社有鉄道がむすぶ。その間約1時間である。同鉱業所は採掘

第 25図 11l~IJ付近におげる炭往図

(l1l別鉱業r:rr資料による)
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第 26図 雄別鉱業所樹況図 (雄別鉱業所資料による)

鉱区6，899ヘクタ ーノレ，試掘鉱区 213ヘクタ ールの鉱区面積をもっ(昭和28年 1月現

在)。

沿草 かなり古くから稼行されていたが，本絡的稼行は大正8年北海道炭砿鉄道株

式会社の設立とともにはじまった。大正9年には同会社によって雄別炭山一釧路間の

鉄道敷設工事および開坑作業がはじめられ，大正12年，鉄道の開通とともに営業が

はじめられた。大正13年に本砿は 三菱鉱業株式会社 の経営に移り，雄別炭砿鉄道株

式会社と改称された。 以来，逐次出炭がまし，昭和 13年には雄別通洞が完成，昭和

16年には年66万トンの出炭を記録した。その後昭和 19年8月政府指令によって採掘

を休止したが，戦後採炭を再開， 現在に至っている。

現況 :昭和 19年以前にはー，二坑，錦沢坑の旧本坑区域と苔樋区域との2区域を稼

行していたが，昭和20年以降は苔樋区域に集約，採炭をおこなっている。 これらは

全部堆別通r，"Jによってむすばれているが，向通洞のほかに，将来の開発のために奥雄
別通洞を掘進中である。苔樋区域では北進弁 ・堤沢卸および二卸の3斜坑によって雄

別本層の上下両層を穣行しているが，その うち，堤沢卸で， その会出炭量の過半ーを出

炭している。同区域は雄別背斜待の北東部，苔樋 ・堤沢両断層にはさまれる 地常にあ

たり ，/J、新麿によって局部的転i立が多いために，稼行に多少の悶刻iをともなう。昭和

31年には月平均約42，000トンの出炭がゐった(人員2，500名)。



第 8表 雄別本腐の原炭および主要銘柄の工業分析値

原炭工業分析値 (雄別鉱業所資料)
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硫黄炭

;l;;;lz;;i;;;;|;;;:| 
Y

上

下

0.42 

0.41 

柄 [71C分|灰分|震穿町硫黄|室町駐熔1:自lV ス

出 5|;:;12113512;ね|:::;;|::;::1222121
炭質は非粘結性亜i歴青炭である。揮発分にとみ，かたく，硫黄分少なく，長焔であ

る。したがって，ガス発生炉用，一般汽缶用，鉄道および汽船燃料として用いられる

ほか，t炎煙なので暖房厨房用としても用いられている。

オオマプ'(1)

III. 2.2 大曲炭鉱

大曲砿は雄別北方約 3km，ポン舌辛川の下流にある。昭和

30年8月に雄別鉱業所の租砿として発足した。鉱業権者は村

井鉄之助氏である。尺別累層最下部の 一番層(山丈 1.70~ 

2.20m，炭丈 1.OO~ 1. 50 m)を稼行し，現在，人員約80名で

月平均 1 ， 700 トン(昭和 31 年)の出炭がある。石炭は 5 ， 000~

5，800 Cal.の発熱量をもち，非粘結性i歴育炭に属する。

III. 2.3 然 別 炭砿

本炭砿は雄別南西方，ベノレヅナイ川入口より約 1km西方

の地点にあり，村井鉄之助氏がその鉱業権者である。昭和31

年8月，雄別砿業所の租砿として発足，現在，月平均約3，500

トンの出炭がある。稼行炭層 ・炭質は雄別砿業所とほぼ同様

である。

3 

山丈 2.20m 

炭丈 λ56m

第 27図大1!l1炭鉱におはる

炭柱図 (尺別呆周最下自?

の炭層)(雄別鉱業所lUJ.
tこよる)
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栄炭砿

栄炭砿は阿寒町上布伏内，シュンク舌辛川支流の下流に位置する。

現鉱業権者の竹内六造氏が採掘鉱区を設定，その後，断続的に操業している。最盛期

昭和23年 5月

IIL 2.4 

(昭和 30年1には，20名内外の人員で，月平均約300トシの出炭があった。鉱区内の

炭層は尺別累層上部に属し，石炭は非粘結性i医青炭で，5，650 Cal の発熱量，21.0% 

の灰分を有する。

古 i草炭砿IIL 2.5 

栄炭砿と同じく阿寒町上布伏内にある。本炭砿は昭和 15年頃増子炭砿として稼行

したことがあるが中絶した。昭和23年から新たに開坑し， 昭和 25年から採掘をはじ

炭丈
(m) 

0.90 

0.84 

0.84 

第 9表

1'i 

層

層

層

庖

ヰ
甘

4
骨

ヰ

骨

炭

一
めた。現在本炭砿はT!iil草炭砿株式会社(昭和27年6月設立)に属しているが，操業休止

稼行したものは中である。 鉱区内には尺別累層上部の 1-3番層の3炭層があるが，

1， 2番層である。最盛期(昭和27年下期)には人員約10名で，月平均200トンの出炭

があった。石炭は発熱量 5，650Cal 灰分 22 . 0 %で，非;fI~結il罷青炭に属する。

大黒炭 砿III. 2.6 

大黒炭砿は雄別南西方，舌半川古岸支流の上流にある。昭和30年4月，村井鉄之助

氏が鉱業権者として採掘に着手したが，昭和32年4月に操業休止，同年7月に石炭整

l'術事業団に買上けーられた。 休止のまま現在におよんでし、る。最盛期(昭和30年)には，

23名前後の人員で，月平均約400トンの出炭があった。鉱区内には然別爽炭層と春採

同砿で稼行したものは天

寧1番層と称したもので山丈 140cm，炭丈 70-80cmである。

爽炭)習に属する炭l習があるが，稼行にたえるものは少ない。
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(Abstract) 

GEOLOGY 

The present area is in the northern part of the Kushiro coal-五eH

In this area are developed the upper Cretac巴ous，Tertiary and Quaternary 

systems， whose d巴tailedstratigraphic succession is sbown in the following 

table in descending order. 
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A mark，ぺ showsthe series not品gurec1on geologic map and the other， 
、ん--~， shows an unconformable relationship between two series. 
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Both the upp巴rCretaceous and Tertiary are locat巴din the western 

half of this area. They are severely deformed owing to the folding or 

faulting movements in late Tertiary period， and their distributions are 

essentially defmed by the Yubetsu anticlinal zon巴 andalso by some large 

faults obliqu巴lycrossing them. On the contrary， the Quaternary is. 

distributed in th巴巴asternhalf of the area， and is hardly deformed， 

巴xceptthat the Kushiro formation is slightly tiltecl 

Th巴upperCretaceous system that is correlat巴dwith the Hetonaian 

Kawaruppu form乱tionon th巴 westernmargin of the Kushiro coal-field 

crops out only in small areas. This mainly consists of very hard sancly 

siltstone， which often graclually changes to silty五nesanclstone and rarel y 

yields molluscan fossils of Acila ho帥aidoensisNAGAO ancl Athrodina 

cfr.ρseudoρlana (YABE et NAGAO). 

The Urahoro group which covers unconformalコlythe CretaceOlis 

system is preclominant in non-marine clastic rocks， showing a perfect 

single s巴climentarycycle. The workable coal beds in this ar巴aare only 

founcl in the pr巴sentgroup. From the paleontologic view-point， it can 

bεcorrelatecl with the upper part of th巴 1shikarigroup in central 

Hokkaido ancl also with the Ve抑制'cardiayoshi・dai zon巴 in Kyushu， 

being assignecl to ear匂01igocenein age. 1ts lowest non-marine clivisicn， 

Teshibetsu formation， comprises two minor s巴dimentarycycles， which 

are called th巴 Kamibeppoand Chorobetsu subformations. 1n each of 

th巴m，the lower part is composecl of conglomerate and th巴 upperpart is. 

of sanclston巴 anclsiltstone with coal becls; siltstone in some places bears 

plant and non-marine molluscan fossils， i. e.， Woodwardia Endoa向。 OISHIet 

HUZIOKA， Metasequoina occidentalis (NEWB.)， 11今rica/lushiroensis TANAI， 

Corbicula to/cudai (YOKOYAMA)， C. sita/caraensis SUZUKI， and Ostreσ 

eorivularis OY AMA et MIZUNO. Among numerous coal beds， some ones. 

in the Shikaribetsu ancl Yubetsu m巴mbersare only workable， ancl they 

are mainly exploitecl by the Yub巴tsucoal-mine along the Shitakara river 

The miclclle marine clivision， Shitakara formation is a product of the 

maximum transgr巴ssion of sea. 1t comprises sanclstone ancl sancly 

siltstone containing marine mol¥uscan fossils; in the Nishikizawa memlコ巴r
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their r巴presentativesare Osl向。 eonv官larisOY AMA et恥1IZUNO，Corbicula 

silakaraensis SUZUKI and 11今lilusmabuchii OY AMA et MIZUNO， and in 

the Yukepira member， especially rich in marine fossils， Turrilella 

戸0仰向。iensisT AKEDA， Yoldia laudabilis YOKOY AMA， Venericardia expa招sa

T AKEDA， Nemocardium ezoense T AKEDA and 11砂agreωingki kushiroensis 

NAGAO巴t1NOUE are commonly found. The uppermost Shakubetsu 

formation is of non-marine， consisting of coarse-grained sandston巴 and

siltstone， in some places， with num巴rouscoal beds， among which the 

lowest and some upper ones are worked at places. 1n the uppermost 

part of this formation brackish fossils of Osl向。 andCorbi・culaare much 

included. From the coal-bearing parts ar巴foundplant fossils of Melasequoia 

ωcidenlalis (NEWB.)， Magnolia eokobus TANAI， Acer arcticum HEER， etc. 

The Ombetsu group is mostly of marine and is， from the pal巴ontoJogic

evidences， correlated with the Poronai group in central Hokkaidδ and 

V四四.icardiavesliloz"des zone in Kyushu， being assigned to late Oligocene 

in age. The lowest， Omagari m巴mberis largely composed of fossiliferous 

green sandstone with granule and partly of conglomerate， and its thick-

ness attains only to sev巴ralm巴ters. The Charo memb巴rconsists of 

massive siltston巴 withmany fossils， i. e.， Tur円ilellaporonaiensis T AKEDA， 

Rzi昭uhdr仰arugosa (T AKEDA)， Ne必nellaporonaたa(YOKOYAMA)， POI'I-
.la刊の・awalasei (KANEHARA)， Venericardia e.:t;ρansa T AKEDA， etc. The 
Nuibetsu formation is th巴 uppermostof the Paleogene system， and com-

prises tuffacεous sandy siltstone， tuffaceous (andesitic) sanclston巴 (so-callecl

black sanclstone) and andesite tu妊-breccia. 1t inclucles also th巴 fossilsof 

Tur仰rYlグ幻』必ieωellμGρμ01'，仰.onaie仰月Sβ TAK王伍EDA久，T.仰仰mz仰?

イ占つardiωaexρ0ω2招zsaTAK王EDA，etc. 

The Fupushinai formation， the lowest of th巴 N巴og巴nesystem in 

this area， unconformably covers the Paleogene system. 1t consists mainly 

of siltstone with whit巴 tu妊， and rarely inclucles some fossils of Portlandia 

lokunagai (YOKOYAMA)， var. hayasakai UOZUMI ancl Cyclammuw spp. 

Tbis formation is very similar in litbology to the Kamicharo formation 

in tbe Kamicbaro area， ancl also it is possibly correlatecl witb tbe so-

C乱lleclKawabata group (miclclle or lower Miocene) in central Hokkaiclo 
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The Atsunai group unconformably covers the Fupushinai formation 

.and the Pal巴ogeneNuibetsu formation. Its To~kita formation， the 

lowest part of which consists of conglomerate or conglomeratic sandstone 

and bears fossils of lVIiyagiPecten sp.， Chlamys cfr. kaneharai (YOKOYAMA) 

and Ostrea sp.， is characterized by hard shale and andestic pyroclastic 

古ediments. The lower part is named th巴Yokoyamahard shale member， 

and the upper part is the Akubetsu pyroclastics member， the latter being 

predominant in andesitic c1ark gr巴entuff and tuff-br巴ccia. Th巴Chichappu

formation that is the upp巴rpart of the present group mainly consists of 

.c1acitic pale green or white tuff with intercalatecl diatomaceous siltstone. 

Portla目diaIwkzi河口 UOZUMIare rarely found in its siltstone. From the 

paleontologic ancl lithologic view-ponint， the Atsunai group can be safely 

'corr巴lat巴CIwith the Wakkanai group in central Hokkaiclo， or with S. 

AOKI's Mabuchigawa stage in north巴rnHonshu， ancl the geologic ag巴is

-considerecl to b巴lateMiocene. 

The upper part of the Neogene system is the Akan group formerly 

called the Honbetsu group. This group covers th巴 lowerseries with 

dino-unconformity through the whole area and is， from a paleontologic 

eviclence， surely consiclerecl to be the correlatives of the Pliocene Fukagawa 

group in central Hokkaiclδancl Tokachi group 巴xceptits uppermost 

lkecla formation in Tokachi province. The Kotan formation is preclominant 

1n 五nesecliments with white tu任， besicl巴sconglomerate ancl sandston巴

at the lower and upper horizons. Many marine molluscan ancl foramini-

feral fossils are founcl through this formation; th巴irrepresentatives are 

as follows; Fusitriton oregonensis (REDFIELD)， Acila gottschei (BOHM)， 

Yoldia macroschema UOZUMI， Chlamys s叫ftz(BERNARDI)， Patinoμcten 

.yessoensis (JAY)， P. talwhashii (YOKOYAMA)， Astarte borealis SCHU-

MACHER， Veneれcardia crebricostata KRAUSE， Lucinoma acutilineata 

-CONRAD， Serripes laperousii (DESHA YES)フ lVIaco仰 calcarea(GMELIN)， 

.i¥今acunezformω(BOHM)， Elphidium 0問 gonenseCUSHMAN， etc. The 

Soushi formation is rich in anclesitic pyrolastic secliments， i. e. tu任-

breccia， volanic conglomerate， lapilli tu妊， pumiceous tu任ancltuffaceous 

、sanclstone，ancl has not any fossils. 
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The Kushiro group is the lowest division of the Quaternary in thi 

area. 1t consists of beds of gravel， sand， silt and volcanic ash which 

are not yet solidifiecl and are slightly tiltecl towarcls southeast as a whole. 

This group belongs to th巴low巴rPleistcc巴n巴senes.

The older terrace deposits are clev巴lopecluncler the olcler ejecta of 

Akan volcano at th巴 mountainof th巴 level230~300m mainly along the 

Shitakara river， but are巴xclucl巴clon th巴 g巴ologicmap 0羽w吐ingto th巴Irr 

limit旬巴clcliおstnゐbu凶1此tion. Th巴s巴c∞on芯Sl均st匂sof be冗ecl出sof g♂l 
terrace planes whiにchare formecl 一:1ove工 a WI川仁clearea after cl巴pGsitionof the 

Kushiro group. 

The older ejecta of Akal1 volCR110 are composecl of anclesite lava， 

lapilli tuff ancl welcl巴cltuff. These are the ejecta before forming of the 

so-callecl Akan calclera north of the mapp巴clarea 

The YOUl1ger terrace deposits are compos巴clof gravel， sancl， silt and 

vo1canic ash， ancl d巴velopeclalong th巴 Akanriver ancl main rivers in 

the巴asternhalf of this area. They belong to the l1ppermost Pleistcc巴ne

S巴nes

The alluvial deposits comprises th巴 Recentcleposits along each river 

of the present area ancl the anclesitic volcanic ash becls wiclely covering 

the eastern half of the area. 

Th巴 geologicstructure of Cretaceous-T ertiary area is com pl icatecl on 

account of the repeatecl crustal cleformations having occurecl int巴nmtt巴ntly

cluring Neogene， but that of Quaternary area is rather stable， being only 

sufferecl from the gentle waving in miclclle Quartenary. The Cretac巴Ol1S-

Tertiary area is largely clivicled into three ; namely， the Yubetsu anticlinal 

zone， Akuetsu folcling zone and Chichappu folding zone. The first 

consists of the Cretaceous ancl Paleogene systems and shows rather gentle 

dome elongated in N-S direction， occupying a large area in the western 

half of this mappecl area. The second consists only of the Neogene， 

being situated northeast of the former. The last is at the southeast 

neighbour of the Y ubetsu anticlinal zon巴，and mainly consists of the 

Neogene. Many faults in these areas compris巴 thoseof N 30-450E， 

N 45-70
o
E and NW-SE clirections， ancl are predominant in the first 
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group. 

FUEL RESOURCES 

As mentioned above， coal beds are numerously included in the lower 

Oligocene Urahoro group which are correlated with the upper part of 

coal-bearing Ishikari group in the Sorachi coal-field of central Hokkaido. 

How巴ver，workable coal beds are only some ones of the Shikarib巴tsu

and Yubetsu members and Shakubetsu formation. Among them， the 

so-called Yubetsu Hon-so at the lowest horizon of the Yubetsu member 

is the most valued in quality and quantity， its maximum thiclmess 

attaining to about 6 m near Yubetsu. It is now exploited by the 

Yub巴tsucoal-mine on a large scal巴 Theother coal beds of th巴 Urahoro

group is only exploited on a small scale by some small coal.mines. 
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